
2030年
少子高齢化、人口減少、需要減への不安—

日本経済の多くの市場が縮小へと向かう中、
外国人旅行者の旺盛な訪日意欲に支えられ、成長産業となっている観光。
しかし、市場には競合の参入も増え、状況は著しく変化し続けている。
オリンピックで見込まれる特需を超えたあと、
観光産業は、また地域はどうなっていくのか？
2020年以降の世界を見通すべく、基準を2030年に置き、
持つべき中長期視点を検討してみた。
イラスト＝武曽宏幸　調査協力＝株式会社サーチライト

未来
2020年以降の世界を見通すべく、基準を2030年に置き、

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌
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日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し
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2030年

　

未
来
を
予
測
す
る
に
は
２
つ
の
方
法

が
あ
る
。
一
つ
は
、
過
去
の
経
験
や
現

状
分
析
を
積
み
重
ね
て
未
来
を
予
測
す

る
「
フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」と
い

う
方
法
。
も
う
一
つ
は
、
目
標
と
な
る

状
態
を
ま
ず
想
定
し
、
そ
こ
か
ら
現
在

を
振
り
返
っ
て
す
る
べ
き
こ
と
を
考
え

る
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」と
い

う
方
法
だ
。
変
化
が
大
き
く
、
遠
い
目

標
が
定
め
に
く
い
環
境
に
お
い
て
は
、

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
的
発
想
が
役

に
立
つ
。

　

本
研
究
で
は
こ
う
し
た
発
想
の
も
と
、

２
０
３
０
年
の
観
光
産
業
の
姿
を
想
定

し
、
宿
泊
業
や
地
域
に
お
け
る
中
長
期

的
な
戦
略
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
た
い
。

具
体
的
に
は
、
最
新
の
『
じ
ゃ
ら
ん
宿

泊
旅
行
調
査
』な
ど
に
よ
る
現
状
デ
ー

タ
と
、
国
が
発
表
す
る
推
定
デ
ー
タ
を

も
と
に
量
的
変
化
を
予
測
、
新
た
に
実

施
し
た
『
訪
日
外
国
人
観
光
体
験
需
要

調
査
』を
も
と
に
考
え
ら
れ
る
質
的
変

化
を
と
ら
え
る
。
こ
う
し
た
材
料
に
ユ

ー
ザ
ー
や
識
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

得
ら
れ
た
知
見
を
交
え
な
が
ら
、
今
後

の
ニ
ー
ズ
や
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
考

え
て
い
く
。

2
0
3
0
年
の
業
界
の
姿
を

見
据
え
て
打
ち
手
を
考
え
る

重要指標の
統計的予測分析

既存調査結果の
再分析

⼈⼝／⽣涯未婚率／訪⽇外国⼈数／
訪⽇外国⼈宿泊数／訪⽇外国⼈消費
額など

「じゃらん宿泊旅⾏調査2017」の
調査結果よりニーズなどを再分析

本研究の手法

グローバル定量調査
「訪⽇外国⼈
観光体験需要調査」
新たなニーズを把握するため⽇本およ
び主要海外5か国（韓国、中国、アメ
リカ、インド、ドイツ）訪⽇旅⾏経験
者に対しグローバル調査を実施

識者
インタビュー

業界識者
インタビュー

グループ
インタビュー

ユーザー
インタビュー

じゃらんリサーチセンター
 「2030年観光の未来需要予測研究」より

観 光の
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※2016年度のデータは「じゃら
ん宿泊旅⾏調査2017」より
引用（帰省や出張、修学旅⾏
を除く観光による宿泊旅⾏）

※2030年度については社会
保障・⼈⼝問題研究所⼈⼝
予測「20～79歳⽇本⼈⼈⼝」
の数値をもとに算出

※平均旅⾏回数（2.78回）、平
均泊数（1.68泊）は2004～
2016年度の平均値を採用

※宿泊旅⾏実施率は、「ベース
推計」については2016年の
54.8％を採用、低位推計は、

「じゃらん宿泊旅⾏調査」よ
り得られた宿泊旅⾏実施率
の微減トレンドを単回帰分析
で予測し、独自基準で補正し
たもの

表1　日本人の国内宿泊旅行　延べ宿泊旅行者数推計

ベース推計年代別2016年度比　30代：▲17.7％、40代：▲27.4％　50代：+12.3％

ベース推計

低位

2016年度 2030年度 差（万人） 差（％）

1億4,358万⼈
1億2,945万人

1億1,223万⼈

-1,413

‐3,135

-9.8

‐21.8

表2　日本人の国内宿泊旅行　延べ宿泊数

ベース推計年代別2016年度比　30代：▲21.9％、40代：▲31.2％　50代：+12.8％

ベース推計

低位

2016年度 2030年度 差（万泊） 差（％）

2億5,308万泊
2億1,688万泊

1億8,803万泊

-3,620

‐6,505

‐14.3

‐25.7

表3　訪日外国人観光旅行者　政府目標と推計値

※JNTO「訪⽇外国⼈数」の数値に、観光目的来⽇者の比率を適用。単回帰分析をベースとし、独自に推計を実施
※東京オリンピックボーナスは考慮していない
※訪⽇外国⼈のうち、観光目的による来訪のみを想定
クルーズによる訪⽇外国⼈数については、2016年までの実績および2020年の国の目標である500万⼈達成を想定して比率を設定、推計した

（参考）2020年

低位

ベース推計

3,382万⼈

2億292万泊

1億7,633万泊

低位

中国（－）②

3,795万⼈

2億2,722万泊

1億9,356万泊

政府目標

レベル

条件

人数

泊数

泊数（クルーズ除く）

2030年
3,500万人（観光客のみ） 5,250万人（観光客のみ）

高位

ヨーロッパ（＋）①

3,439万⼈

2億633万泊

1億7,292万泊

中位

ベース推計

6,045万⼈

3億6,269万泊

3億829万泊

高位

ヨーロッパ（＋）①、インド（＋）③

6,454万⼈

3億8,724万泊

3億2,916万泊

　

ま
ず
は
日
本
人
国
内
旅
行
者
に
関
す
る

数
字
を
見
て
み
よ
う
。
２
０
１
６
年
度
と

比
較
し
て
、
延
べ
宿
泊
旅
行
者
数（
表
１
）

は
９
・
８
％
、
延
べ
宿
泊
数
（
表
２
）は

14
・
３
％
と
い
ず
れ
も
減
少
。
た
だ
し
こ

の
値（
ベ
ー
ス
推
計
）は
、宿
泊
旅
行
実
施

率
は
2
0
1
6
年
度
と
同
率
、
平
均
旅
行

回
数
、
宿
泊
数
は
過
去
平
均
と
同
じ
と
想

定
し
た
場
合
の
も
の
で
あ
り
、
最
近
の
宿

泊
旅
行
実
施
率
の
微
減
ト
レ
ン
ド
を
加
味

す
る
と（
低
位
推
計
）、延
べ
宿
泊
旅
行
者

数
は
21
・
８
％
、
延
べ
宿
泊
数
で
は
25
・
７

％
と
さ
ら
に
落
ち
込
む
可
能
性
も
あ
る
。

　

日
本
全
体
の
人
口
比
率
の
予
測
（
図

１
）に
よ
る
と
、
２
０
３
０
年
に
は
、
現

在
人
数
の
多
い
30
〜
40
代
が
大
き
く
減
り
、

50
代
に
な
っ
た
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
が
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
中
心
と
な
る
。
こ
の
予
測
を
国
内

旅
行
者
数
に
当
て
は
め
る
と
、
年
代
別
で

は
30
代
と
40
代
が
約
２
割
〜
３
割
減
少
、

代
わ
り
に
50
代
が
１
割
以
上
増
加
し
て
市

場
の
６
割
を
占
め
る
ま
で
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

訪
日
外
国
人
に
つ
い
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
旅

行
を
除
く
観
光
客
数
の
み
で
推
計
。
政
府

目
標
と
比
較
す
る
と
、
２
０
２
０
年
時
点

で
は
目
標
に
達
し
な
い
が
、
２
０
３
０
年

は
目
標
の
５
２
５
０
万
人
を
大
き
く
上
回

る
見
込
み
だ
（
表
３
）。さ
ら
に
①
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
の
誘
客
に
成
功
し
た
場
合
、
②

政
治
的
環
境
な
ど
に
左
右
さ
れ
や
す
い
中

国
か
ら
の
旅
行
者
数
が
、
東
日
本
大
震
災

後
の
２
０
１
２
年
並
み
と
な
っ
た
場
合
、

③
①
に
加
え
中
間
所
得
層
の
増
え
る
イ
ン

ド
か
ら
の
誘
客
が
増
え
た
場
合
の
３
パ
タ

ー
ン
で
も
推
計
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
と

く
に
中
国
人
観
光
客
の
動
向
の
影
響
は
大

き
く
、
落
ち
込
み
が
あ
る
と
目
標
を
大
幅

に
下
回
る
。

　

さ
ら
に
国
内
旅
行
者
、
訪
日
外
国
人
観

日
本
人
の
延
べ
宿
泊
数
は

楽
観
予
測
で
も
約
14
％
減

訪
日
外
国
人
に
よ
り
国
内
市
場
の

１
・
５
倍
の
経
済
効
果
を
予
測

２
０
３
０
年
、
旅
行
市
場
の
規
模
や
そ
の
内
訳
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

日
本
人
国
内
旅
行
者
と
訪
日
外
国
人
観
光
客
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
推
計
値
を
も
と
に
、

現
在
の
旅
行
市
場
か
ら
の
量
的
変
化
を
捉
え
て
み
た
。

日
本
人
観
光
客
は
6
割
が
50
歳
以
上
、

訪
日
外
国
人
宿
泊
数
は
日
本
人
の
１
・
７
倍
に

2030年 観光の未来

2030年

量的変化
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2013 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30年

※⽇本⼈宿泊旅⾏の推計値は「じゃらん宿泊旅⾏調査2017」をベースに、当該年の4月～翌年3月までの年度。訪⽇外国⼈の推計値はJNTO「訪⽇外国⼈数」をベースに、その年の数値を
推計に使用

※訪⽇外国⼈観光客宿泊数は、観光庁の発表している平成28年「訪⽇外国⼈消費動向調査」をもとに1⼈あたりの宿泊平均⽇数6.0をかけたものを採用
※クルーズによる訪⽇分を除いたものを参考値として示す。数値は2016年の199万⼈（実績）および2020年の目標500万⼈を参考に推計

光
客
の
双
方
に
つ
い
て
、
延
べ
宿
泊
旅
行

者
数
と
延
べ
宿
泊
数
を
比
較
し
た
。

　

延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
（
図
２
）は
、２
０

３
０
年
の
段
階
で
も
日
本
人
が
訪
日
外
国

人
の
約
２
倍
と
多
い
が
、
訪
日
外
国
人
は

１
人
あ
た
り
の
宿
泊
数
が
多
い
た
め
、
延

べ
宿
泊
数
（
図
３
）は
２
０
２
２
年
の
段

階
で
逆
転
。
２
０
３
０
年
に
は
日
本
人
の

１
・
７
倍
（
ク
ル
ー
ズ
客
を
除
く
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
値
で
１
・５
倍
）と
な
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
数
値
を
も
と
に
、
日
本
人
国

内
旅
行
者
と
訪
日
外
国
人
観
光
客
双
方
の

経
済
効
果
を
算
出
し
た
と
こ
ろ
、
２
０
１

６
年
に
日
本
人
対
訪
日
外
国
人
＝
７
対
３

だ
っ
た
経
済
効
果
は
、
２
０
３
０
年
に
は

２
対
３
と
逆
転
。
さ
ら
に
訪
日
外
国
人
の

消
費
額
が
今
後
上
昇
す
る
と
い
う
予
測
の

も
と
、
観
光
庁
が
目
標
と
す
る
消
費
額
平

均
で
あ
る
25
万
円
を
適
用
す
る
と
、
訪
日

外
国
人
に
よ
る
経
済
効
果
の
総
額
は
15
兆

円
に
上
る
。

　

た
だ
し
地
方
部
で
は
訪
日
外
国
人
が
日

本
人
国
内
旅
行
者
を
上
回
る
こ
と
は
な
く
、

引
き
続
き
日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
主
と
な

る
こ
と
を
示
す
デ
ー
タ
も
あ
る
。
全
体
と

し
て
は
、
日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小
し

つ
つ
シ
ニ
ア
中
心
に
シ
フ
ト
す
る
の
に
対

し
、
若
年
層
が
中
心
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市

場
が
主
に
都
市
圏
を
中
心
に
拡
大
す
る
と

い
え
そ
う
だ
。

※⽇本⼈国内旅⾏者については宿泊旅⾏者のみ。「じゃらん宿泊旅⾏調査2017」より引用　※2016年データの経済効果額は項目別平均値の足しあげのため、四捨五入により端数が異なる
※訪⽇外国⼈観光客の消費額平均は、観光庁平成28年「訪⽇外国⼈消費動向調査」観光・レジャーの平均値、および観光庁の目標数値より適用

表4　日本人国内旅行者と訪日外国人観光客数の経済効果比較
⽇本⼈国内旅行者

延べ宿泊旅行者数

1億4,358万⼈

1億2,945万⼈

2,105万⼈

6,045万⼈

4万9,300円

2016年を適用

15万5,017円

2016年を適用

25万円

7兆878億円

6兆3,819億円

3兆2,631億円

9兆3,707億円

15兆1125億円

2016年

2030年

消費額平均 消費額平均延べ宿泊旅行者数経済効果 経済効果

訪⽇外国⼈観光客

観光庁2030年の
目標数値を採用

図3　延べ観光旅行宿泊数推計

日本人宿泊数

訪日外国人観光客宿泊数
（クルーズ客を除いたシミュレーション値）

訪日
外国人観光客
宿泊数

図1　日本国内の人口比率の変化

※2012～2017年のデータは総務省統計局「住民基本台帳に基づく⼈⼝、⼈⼝動態および世帯数調査」より20歳～79歳⽇本⼈⼈⼝
※2018～2030年のデータは社会保障・⼈⼝問題研究所⼈⼝予測より20～79歳⽇本⼈⼈⼝
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今
後
の
旅
行
者
の
質
的
な
変
化
（
ニ
ー

ズ
の
変
化
）を
予
測
す
る
た
め
に
、
じ
ゃ

ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
で
は
新
た
に

『
訪
日
外
国
人
観
光
体
験
需
要
調
査
』を
実

施
し
た
。
対
象
と
な
る
の
は
、
訪
日
外
国

人
全
体
の
中
で
も
シ
ェ
ア
の
高
い
中
国
、

韓
国
、
欧
米
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
、

今
後
中
間
層
の
拡
大
で
来
訪
者
増
が
期
待

さ
れ
る
イ
ン
ド
の
５
市
場
。
日
本
人
に
同

じ
調
査
を
実
施
し
、
両
者
を
比
較
し
つ
つ

ニ
ー
ズ
を
捉
え
る
こ
と
を
狙
っ
た
。

　

ま
ず
先
に
日
本
人
に
つ
い
て
見
て
お
こ

う
。
現
状
の
日
本
人
国
内
旅
行
者
の
ニ
ー

ズ
は
、
最
新
の
『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調

査
』の
再
分
析
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

（
本
誌
２
０
１
７
年
12
月
号
で
も
紹
介
）。

具
体
的
に
は
、ほ
と
ん
ど
の
人
が
旅
に「
緊

張
解
消
」「
関
係
強
化
」「
娯
楽
追
求
」を
求

め
て
い
て
、
旅
行
頻
度
や
旅
行
へ
の
意
識

の
高
さ
と
関
わ
り
な
く
誰
も
が
似
た
よ
う

な
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
た
。
一
方
で
、「
自

己
成
長
」「
知
識
増
進
」な
ど
へ
の
ニ
ー
ズ

は
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
も
分
か
っ
た
。

　

そ
の
う
え
で
今
回
の
調
査
の
日
本
人
に

関
す
る
結
果
を
見
て
み
る
と
、「
今
後
経

験
・
実
施
し
て
み
た
い
も
の
」に
つ
い
て
は

年
代
別
に
違
い
が
あ
っ
た
。
50
代
で
は
温

泉
、
神
社
・
仏
閣
な
ど
。
30
〜
40
代
で
は
、

テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
祭
り
、
絶
景
な
ど
比
較

的
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

が
並
ん
だ
（
図
４
）。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
日
本
人
の
ニ
ー

ズ
に
つ
い
て
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な

い
が
、
年
代
別
の
構
成
比
の
変
化
に
応
じ

て
若
干
の
変
化
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

50
代
が
全
旅
行
者
の
６
割
を
占
め
る
２
０

３
０
年
に
は
、
従
来
の
宿
、
食
、
温
泉
な

ど
定
番
ニ
ー
ズ
に
加
え
、「
神
社
・
仏
閣
」

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
と
い
え
る
だ
ろ
う

（
図
５
）。

　

訪
日
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
１
１
７
項

日
本
人
は
全
体
の
高
齢
化
に
よ
り

「
神
社
・
仏
閣
」
ニ
ー
ズ
が
増

年
代
、
国
籍
な
ど
旅
行
者
全
体
の
構
成
比
率
が
変
わ
れ
ば
、
ニ
ー
ズ
の
割
合
も
変
わ
る
。

日
本
人
国
内
旅
行
者
は
高
齢
化
し
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
が
増
加
す
る
こ
と
で
、

求
め
ら
れ
る
旅
行
の
中
身
は
ど
う
変
わ
る
の
か
を
検
討
し
て
み
た
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
要
素
減
少
も
基
本
は
変
わ
ら
な
い
日
本
人
の
旅

よ
り
体
験
に
シ
フ
ト
し
そ
う
な
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
旅

図4　日本人の旅行ニーズの現状と予測

※「訪日外国人観光体験需要調査」より

50代のニーズが強い
増加ニーズ

□温泉
□神社・仏閣

「日本らしい旅行」ニーズ

30〜40代のニーズが強い
減少ニーズ

□心身を癒す、リフレッシュする
□環境を変えて気分転換をする
□絶景を観に行く
□郷土料理以外でそこにしかない料理を食べる
□家族や恋人と絆を深める
□親孝行ができる
□有名・ハイクラスな宿に泊まる
□旅館に泊まる
□祭りを楽しむ
□テーマパーク

「若いアクティブ旅行」ニーズ

図5　図日本人の旅行ニーズの現状と予測

※現状については「じゃらん宿泊旅行調査2017」再分析およびグループインタビュー結果より

緊張解消

リフレッシュ、
現実逃避

関係強化

家族・夫婦・
カップル・友人旅行

娯楽追求

食、
エンタテインメント

旅行頻度や意識に関係なく
強力かつ強固なニーズ

自己成長

自分探し、
日本一周

知識増進

趣味探究、
歴史街歩き

現状はきわめて少なく
ニッチなニーズ

現状

2030年 □変わらず旅⾏ニーズとして残る（宿・⾷・温泉）
□メイン市場となる50代を中⼼に「温泉」「神社・仏閣」ニーズ

がより強まる

□打ち⼿なしでの拡⼤は難しい
□新たな地域資産の発掘＋楽しみ⽅の

提供や外国⼈による地域再評価によ
って拡げられる可能性も？

2030年 観光の未来

訪
日
外
国
人
の
体
験
ニ
ー
ズ
が

日
本
人
の
ニ
ー
ズ
減
を
補
う

2030年

質的変化
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表6　「今後経験・実施したいこと」因⼦分析の結果と得点

※「訪⽇外国⼈観光体験需要調査」より。117種類の「今後経験・実施してみたいもの」（＝ニーズ）を、⽇本⼈、および外国⼈あわせて因⼦分析
※ピンク網掛けは0.1以上で1位の国、青の網掛けは0.1以上で2位の国、水色の網掛けは0.1以上で3位の国（縦に比較）

日本
韓国
中国
アメリカ
インド
ドイツ

特別体験・アクティビティ ベーシック旅行 和体験 文化 テーマパーク

0.12

‐0.26

‐0.34

‐0.11

‐0.09

‐0.43

‐0.28

0.01

0.61

0.88

1.19

0.24

‐0.18

‐0.13

0.12

0.71

0.90

0.21

‐0.20

0.20

0.26

0.70

0.63

0.23

‐0.02

0.01

0.02

0.09

0.28

‐0.19

表５　今後、訪日旅行で経験・実施したいことベスト10（国別） （単位＝％）

温泉（療養とは関係なし）

心身を癒す、リフレッシュ旅行

紅葉を楽しむ

絶景を観に行く

郷土料理を食べる

自然景観を楽しむ

桜を楽しむ

郷土料理以外でそこにしかないおいしいものを食べる

有名・ハイクラスな宿に泊まる

家族や恋人などと絆を深める

58.0

50.7

39.4

37.2

36.0

35.5

33.4

29.8

29.8

28.5

日本 （n=1030）

1

2

3

4

5

6

7

8

8

10

電化製品の買物

自然景観を楽しむ

ファッション類の買物

富士山

温泉（療養とは関係なし）

スキー・スノボ

ウェルネス（ヘルス）ツーリズム

桜を楽しむ

心身を癒す、リフレッシュ旅行

田舎暮らしを体験する

47.0

43.0

40.0

39.0

35.0

33.0

31.0

31.0

30.0

30.0

 中国 （n=100）

1

2

3

4

5

6

7

7

9

9

心身を癒す、リフレッシュ旅行

温泉（療養とは関係なし）

日本庭園の散策

消耗品（食品、酒類、化粧品、薬品等）の買物

都市公園の散策

秘境を訪ねる

自然景観を楽しむ

地方のひなびた日本の原点の風情を味わう

ファッション類の買物

祭りを楽しむ旅行

47.0

43.0

39.0

36.0

36.0

35.0

33.0

32.0

31.0

30.0

 韓国 （n=100）

1

2

3

4

4

6

7

8

9

10

心身を癒す、リフレッシュ旅行

世界遺産をめぐる

電化製品の買物

ウェルネス（ヘルス）ツーリズム

お遍路・札所めぐり

自然景観を楽しむ

ファッション類の買物

川下り

消耗品（食品、酒類、化粧品、薬品等）の買物

都市公園の散策

44.0

41.0

41.0

39.0

37.0

36.0

36.0

35.0

35.0

35.0

 インド （n=100）

1

2

2

4

5

6

6

8

8

8

日本庭園の散策

自然景観を楽しむ

桜を楽しむ

お城

滝・渓流

神社・仏閣

心身を癒す、リフレッシュ旅行

富士山

世界遺産をめぐる

ウェルネス（ヘルス）ツーリズム

美術館・博物館

現地の歴史・遺産にふれる旅行

33.0

31.0

31.0

31.0

29.0

28.0

26.0

25.0

25.0

24.0

24.0

24.0

ドイツ （n=100）

1

2

2

2

5

6

7

8

8

10

10

10

お城

心身を癒す、リフレッシュ旅行

温泉（療養とは関係なし）

自然景観を楽しむ

現地の歴史・遺産にふれる旅行

郷土料理を食べる

日本一周旅行

滝・渓流

日本庭園の散策

古墳

電化製品の買物

 アメリカ （n=100）

1

2

3

4

5

6

7

8

8

10

10

49.0

47.0

44.0

43.0

42.0

40.0

38.0

37.0

37.0

36.0

36.0

「訪日外国人観光体験需要調査」
日本の観光資源のポテンシャルを探るため、日本人と
外国人に対し同様の調査票で①と②の調査を行った。

調査対象者

回収数
（割付）

調査方法

調査期間

❶日本人の調査

□中国、韓国、アメリカ、ドイツ、インド国
籍の20歳以上の男女（株式会社クロス・
マーケティングの登録・提携モニター）

□観光目的で日本に旅行をした経験を
持つ人

□訪日経験は最長で5年以内に限定
　直近１年以内221人（44.2％）
　直近２年～３年以内187人（37.4％）
　直近４年～５年以内92人（18.4％）

□各国100人×５カ国 計500人
□各国ごとに性別・年代（20代／30代／

40代／50歳以上）で均等割付（端数
が発生するため実際の回収数は以下）

　男性20代12人、男性30代12人、
　男性40代13人、男性50以上13人
　女性20代12人、女性30代12人、
　女性40代13人、女性50以上13人
　計100人

2017年11月13日(月)～
2017年11月21日(火)

❷訪日外国人の調査

全国20歳以上の男女（株式会社マクロ
ミルの登録モニター）

性別・年代（20代／30代／40代／50代
／60歳以上）により均等割り付け
各103人
計1,030人

インターネット調査

2017年11月15日(水)～
2017年11月17日(金)

調査対象者

回収数
（割付）

調査期間

調査概要

「じゃらん宿泊旅行調査2017」
2016年度の出張・帰省・修学旅行等を除く日本人国
内旅行実態を調べた。

国内在住の20～79歳の男女（株式会社
マクロミルの登録モニターから都道府県
別・性年代別に抽出）

インターネット調査

2017年4月3日（月）
～2017年4月25日（火）

□1次調査
　70,000人回収
　※回答の中から20,000件を抽出し、
　性年代別の宿泊旅行実施率を分析
□2次調査
　宿泊旅行実施者15,555サンプル、旅

行件数30,831件

調査対象者

調査方法

調査時期

サンプル数

7 March  2018　



図6　増加する旅行ニーズ

※「訪日外国人観光体験需要調査」より

増加する
日本人の旅行ニーズ

（再掲）

□温泉
□神社・仏閣

増加する
訪日外国人の旅行ニーズ

（5カ国合算、日本の数値を15pt以上上回るもの）

□電化製品・消耗品・ファッション類の買物
□都市公園・⽇本庭園の散策
□皇居ラン
□現地の⼈の暮らしぶりにふれる
□⽥舎暮らしを体験する
□廃墟⾒学
□賑やかな雑然とした繁華街を楽しむ
□ウェルネス（ヘルス）ツーリズム
□ロボットレストラン
□地⽅のひなびた⽇本の原点の⾵情を味わう
□古墳

目
か
ら
尋
ね
た
ニ
ー
ズ
の
う
ち
、
上
位
を

国
別
に
見
て
み
よ
う
（
表
５
）。
韓
国
は
、

消
耗
品
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
買
物
の
ほ
か

「
地
方
の
ひ
な
び
た
風
情
」や
「
秘
境
」な

ど
地
方
に
も
関
心
を
寄
せ
た
。
中
国
で
は
、

家
電
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
類
の
買
物
に
加
え

て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
医
療
観
光
に
も
関
心
が

あ
る
。
文
化
的
に
日
本
と
遠
い
ア
メ
リ
カ

や
イ
ン
ド
で
は
、
日
本
特
有
の
「
お
城
」

「
郷
土
料
理
」「
古
墳
」「
お
遍
路
」が
ラ
ン

ク
イ
ン
。
日
本
同
様
高
齢
化
社
会
で
あ
る

ド
イ
ツ
で
は
ア
ー
ト
や
文
化
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
１
１
７
項
目
を
因
子

分
析
し
た
と
こ
ろ
、「
特
別
体
験
・
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
」「
ベ
ー
シ
ッ

ク
旅
行
」「
和
体
験
」

「
文
化
」「
テ
ー
マ
パ
ー

ク
」の
５
つ
の
因
子
が

得
ら
れ
た
。
訪
日
外
国

人
の
場
合
は
「
ベ
ー
シ

ッ
ク
旅
行
」を
除
く
４

因
子
で
ス
コ
ア
が
高
く
、

食
を
含
め
た
体
験
ニ
ー

ズ
の
高
さ
が
示
さ
れ
た
。

国
別
で
は
、
ま
ん
べ
ん

な
く
何
で
も
や
り
た
い

中
国
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

ン
ド
に
対
し
、
ド
イ
ツ

は
和
体
験
へ
の
関
心
が

高
い
。
興
味
深
い
の
は

リ
ピ
ー
タ
ー
の
多
い
韓
国
で
、
全
体
と
し

て
は
日
本
人
の
ニ
ー
ズ
に
近
い
の
だ
が
、

「
都
市
公
園
の
散
策
」や
ワ
ン
コ
イ
ン
グ
ル

メ
と
い
っ
た
日
本
人
の
日
常
、「
秘
境
」

「
地
方
の
風
情
」な
ど
デ
ィ
ー
プ
な
地
域
情

報
へ
の
関
心
が
見
て
取
れ
る
。
和
体
験
や

文
化
へ
の
関
心
は
、
来
訪
経
験
を
重
ね
る

と
と
も
に
デ
ィ
ー
プ
な
地
域
体
験
、
異
文

化
の
日
常
体
験
に
変
化
す
る
傾
向
に
あ
る

よ
う
だ
（
表
６
）。

　

飲
食
し
て
み
た
い
も
の
（
表
７
）に
つ

い
て
は
、
全
体
的
に
寿
司
や
天
ぷ
ら
が
上

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。
韓
国
は
ワ
ン
コ
イ
ン

フ
ー
ド
や
カ
ジ
ュ
ア
ル
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、

こ
こ
で
も
「
異
文
化
の
日
常
」へ
の
関
心ぶどう

いちご

チャーハン

さくらんぼ

おにぎり

生の野菜

懐石料理

カレーライス・シチュー

豆乳

回転寿司

57.0

42.0

41.0

41.0

34.0

34.0

33.0

33.0

33.0

31.0

1

2

3

3

5

5

7

7

7

10

 インド （n=100）

天ぷら

カレーライス・シチュー

日本茶（煎茶）

エビフライ

ぶどう

トルコライス

いなり寿司

コロッケ・メンチカツ

いちご

精進料理

江戸前寿司

なめろう

しっぽく料理

タコライス

おこし

さくらんぼ

25.0

25.0

23.0

22.0

22.0

21.0

20.0

20.0

20.0

19.0

19.0

19.0

19.0

19.0

19.0

19.0

ドイツ （n=100）

1

1

3

4

4

6

7

7

7

10

10

10

10

10

10

10

回転寿司

刺身

エビフライ

そば

天ぷら

コロッケ・メンチカツ

懐石料理

とんかつ

うどん

ちゃんぽん

カステラ・ボーロ

46.0

43.0

43.0

42.0

39.0

37.0

36.0

35.0

29.0

28.0

28.0

 韓国 （n=100）

1

2

2

4

5

6

7

8

9

10

10

懐石料理

刺身

天ぷら

江戸前寿司

うな重

すき焼き

伊勢海老

しゃぶしゃぶ

海鮮丼

そば

48.9

44.5

40.5

37.9

35.1

33.8

33.7

30.8

30.2

28.3

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

日本 （n=1030）

江戸前寿司

回転寿司

刺身

煎餅・おかき

エビフライ

スープカレー

なめろう

おこし

とんかつ

カキフライ

トルコライス

36.0

34.0

34.0

33.0

31.0

30.0

29.0

28.0

27.0

27.0

27.0

1

2

2

4

5

6

7

8

9

9

9

 中国 （n=100）

天ぷら

懐石料理

とんかつ

いちご

スープカレー

ぶどう

精進料理

ちらし寿司

トルコライス

江戸前寿司

カレーライス・シチュー

チャーハン

 アメリカ （n=100）

43.0

42.0

39.0

39.0

37.0

37.0

35.0

34.0

34.0

33.0

33.0

33.0

1

2

3

3

5

5

7

8

8

10

10

10

表７　今後、訪日旅行で飲食したいものベスト10（国別）  （単位＝％）
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表8　2030年量的・質的変化のまとめ
⽇本⼈国内旅行

1億2,945万⼈（2016年から1割減）
※低位では2割超減

2億1,688万泊

6兆円
※2016年は約7兆円

⼤きな変化はなく「宿」「食」「温泉」ニーズ
は継続。キーワードは「旅のシームレス化」

延べ宿泊旅行者数推計

延べ宿泊数推計

観光客の旅行消費額推計

旅行ニーズ

訪⽇外国⼈観光客
6,045万⼈
※高位で6,454万⼈、低位で3,795万⼈

3億6,269万泊
※クルーズを除くと3億829万泊

9兆円
※2016年は約3兆円

「体験」。来訪経験の高まりと共に「ディー
プな地域体験」「異文化⽇常体験」に変化

が
感
じ
ら
れ
る
。
中
国
は
海
鮮
、
イ
ン
ド

は
穀
物
や
果
物
、
野
菜
が
中
心
。
と
く
に

イ
ン
ド
で
は
「
ぶ
ど
う
」「
い
ち
ご
」な
ど

高
級
フ
ル
ー
ツ
の
ヒ
ッ
ト
を
予
感
さ
せ
る

結
果
が
出
た
。

　

日
本
人
と
の
旅
行
ニ
ー
ズ
比
較
で
目
立

っ
た
の
は
、
買
物
、
散
策
、
皇
居
ラ
ン
や

ロ
ボ
ッ
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
っ
た
日
本
な

ら
で
は
の
体
験
や
、
田
舎
暮
ら
し
、
現
地

の
人
の
暮
ら
し
に
触
れ
る
な
ど
地
域
に
お

け
る
特
別
な
体
験
。
日
本
人
で
減
少
す
る

「
若
い
ア
ク
テ
ィ
ブ
旅
行
」（
図
４
参
照
）

へ
の
ニ
ー
ズ
を
、
訪
日
外
国
人
に
よ
る
こ

う
し
た
「
体
験
」ニ
ー
ズ
が
補
う
形
に
な

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
研
究
で
は
さ
ら
に
、
技
術
や
社
会
の

専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
こ

れ
ま
で
の
結
果
（
表
８
）に
時
代
の
変
化

を
加
味
し
た
予
測
も
行
っ
た
（
図
７
）。

　

日
本
人
旅
行
者
の
根
本
的
な
カ
ス
タ
マ

ー
ニ
ー
ズ
は
、
な
く
な
り
は
し
な
い
も
の

の
縮
小
す
る
。
し
か
し
そ
れ
を
補
う
よ
う

に
、
リ
ピ
ー
タ
ー
化
し
た
訪
日
外
国
人
の

「
日
本
文
化
体
験
」志
向
が
入
っ
て
き
て
、

日
本
の
観
光
資
源
は
見
直
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

同
時
に
、
技
術
を
背
景
に
し
た
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
拡
大
に
よ
り
、
た
と

え
ば
仕
事
を
し
な
が
ら
旅
を
す
る
な
ど
旅

と
日
常
が
シ
ー
ム
レ
ス
化
し
、
新
た
な
観

光
価
値
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
観

光
業
界
は
、
こ
う
し
た
新
た
な
市
場
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
手
を
打
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
。

　

た
と
え
ば
宿
は
、
訪
日
外
国
人
の
増
加

に
伴
い
、
外
資
な
ど
の
新
規
参
入
で
競
争

激
化
が
予
想
さ
れ
る
。
日
本
人
旅
行
者
も

ニ
ー
ズ
は
多
様
化
・
細
分
化
。
同
時
に
人

口
減
に
よ
り
人
材
確
保
も
難
し
く
な
る
こ

と
か
ら
、
強
み
を
生
か
し
た
コ
ン
セ
プ
チ

ュ
ア
ル
な
宿
（
専
門
宿
）へ
進
化
す
る
必

要
が
あ
る
。
地
域
で
は
、
変
化
の
ス
ピ
ー

ド
は
ま
す
ま
す
上
が
る
な
か
、
高
齢
化
に

よ
る
人
材
や
税
収
不
足
で
対
応
は
ま
す
ま

す
難
し
く
な
る
。
小
さ
い
観
光
地
は
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
る
必
要
が
出
て
く
る
が
、
そ

の
た
め
に
も
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
民
間

の
力
を
取
り
入
れ
、
行
政
は
環
境
整
備
に

徹
す
る
形
が
基
本
と
な
る
だ
ろ
う
。

新
た
な
需
要
創
造
に
よ
り

地
域
資
源
が
見
直
さ
れ
る

観
光
業
界
の
量
的
・
質
的
変
化
と
、
社
会
の
変
化
を
合
わ
せ
て
見
え
て
き
た
、

今
後
の
展
望
と
、
取
り
組
む
べ
き
ポ
イ
ン
ト
と
は
？

外
国
人
目
線
に
よ
る
観
光
資
源
の
見
直
し
と

社
会
の
変
化
が
新
た
な
観
光
市
場
づ
く
り
の
カ
ギ

まとめ

図7　カスタマーニーズの変化と新たな需要創造の可能性

時代を背景とした
新たな観光の価値

訪⽇外国⼈観光客
による新視点の

観光の価値

リピーターが
増えると⽇本⼈に

近づいてくる

訪日外国人
観光客

増加
（リピーターも増加）

日本人
旅行者

減少

新たな
市場の創造

⽇本の
観光資源の
見直し

シェアリング
エコノミー

（シームレス化、
コミュニケーション

需要）

根本的な
カスタマー
ニーズ

（温泉、宿、食）

和体験
⽇本文化

異文化の⽇常

2030年
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ここまで見てきた2030年の観光業界のイメージを、
イラストマップでストーリー化＆ビジュアル化。自地域がとるべき
ポジション、取り組む方向を探してみていただきたい。

有名観光地には
外国人が溢れ、
外国人好みの

体験コンテンツが
主力商品に。

リピーターや富裕層が増え、
世界遺産をグライダーで

見学したり、国立公園内に
宿泊施設ができるなど、

海外リゾートのように洗練された
旅行商品が開発されていく。

2030年、観光の世界はこうなる！

大胆未来予想図

知名度の低い観光地は、
国や年代などによって

セグメントされた
ターゲット特化型観光地に。

日本人だけが好む
観光地も出現し

特に神社仏閣が注目され､
泉質の良い鄙びた

秘湯温泉地などが人気となる。

日本の観光地にいるのは
3分の2近くが

訪日外国人観光客となる。

10　March  2018



知名度の高い観光地
（北海道､沖縄､京都､箱根等）は

誰が訪れても楽しめるよう
整備された

アソート型観光地になる。

宿泊施設のプランは
一気に多様化する。

日帰りや宿泊旅行といった
既成概念は薄れていく。

宿は人手をかけた高級宿と、
AIやロボットによって
人を介さずに泊まれる
格安宿に二極化する。

旅館は夕食や接客も含め
「体験施設」としての新たな
付加価値を備えるようになる。

「和体験」のできる宿泊施設として
外国人にも人気に。

外国人が多い場所を好まない
通な外国人観光客は、

日本人好みの鄙びた温泉地や
地方を訪れるようになる。

単身者の増えた日本人による
サードプレイス的な
「コミュ宿ニーズ

（コミュニケーション需要）」
が増える。

二極化の陰で、経営判断力や
後継者のいない宿が

淘汰されていく。

旅行の概念がシームレス化し、
観光地でリモートワークを
したり、出張先に家族を

連れてくるなど、フレキシブルな
旅行スタイルが増える。
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日
本
の
観
光
は
こ
れ
か
ら
外
資
の
時

代
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
日
本
の
観
光
は
日
本
人
の
た
め
だ
け

の
も
の
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
閉
鎖
的
、

か
つ
価
格
帯
も
低
す
ぎ
て
参
入
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

外
国
人
観
光
客
が
増
え
、
あ
る
程
度
の

高
価
格
帯
も
受
け
入
れ
る
人
が
増
え
た

今
、
競
争
力
の
あ
る
外
資
が
ブ
ラ
ン
ド

で
勝
負
す
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
大
手
外
資
が
日
本
の
中
小
チ
ェ

ー
ン
を
買
収
し
て
展
開
す
る
例
も
増
え

る
の
で
は
。
利
益
が
外
国
に
流
れ
る
部

分
は
あ
る
と
は
い
え
、
集
客
力
の
あ
る

大
手
外
資
に
き
ち
ん
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

さ
れ
、
雇
用
も
発
生
し
て
、
地
域
の
も

の
が
消
費
さ
れ
れ
ば
、
日
本
に
と
っ
て

も
決
し
て
悪
い
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

リ
ゾ
ー
ト
も
、
外
資
の
資
金
で
成
功

す
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
ま
す
。
残

念
な
が
ら
今
の
日
本
に
は
本
格
的
な
リ

ゾ
ー
ト
が
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。
一
番
の

問
題
は
、
景
観
も
含
め
た
ト
ー
タ
ル
な

整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
各
リ
ゾ

ー
ト
が「
点
」で
運
営
さ
れ
て
い
て
、バ

リ
島
の
よ
う
な
「
面
」の
展
開
で
は
な

い
た
め
、
せ
せ
こ
ま
し
い
印
象
が
あ
る

の
で
す
。
景
観
を
含
め
た
建
築
規
制
等
、

安
心
し
て
投
資
で
き
る
ル
ー
ル
が
で
き

れ
ば
、
外
資
の
大
資
本
が
入
っ
て
成
功

す
る
例
が
出
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
技
術
。

も
と
も
と
観
光
産
業
は
、
情
報
そ
の
他

の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と

で
お
金
を
得
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
今

は
お
客
さ
ん
が
自
分
で
行
き
先
を
選
べ

る
時
代
。
残
る
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
は

言
葉
と
移
動
く
ら
い
で
す
が
、
今
や
言

葉
は
Ａ
Ｉ
で
か
な
り
カ
バ
ー
で
き
ま
す

し
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
は
自
動
運
転

の
技
術
も
進
ん
で
移
動
の
問
題
も
か
な

り
解
決
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
解
決
が
必
要
な
く
な
れ

ば
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
差
別
化
は
困
難
。

今
後
は
、
技
術
で
は
解
決
で
き
な
い
こ

と
、
た
と
え
ば
個
人
的
な
ニ
ー
ズ
や
希

望
に
細
や
か
に
応
え
る
配
慮
が
、
今
ま

で
以
上
に
評
価
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

訪
日
市
場
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
大
量
の
旅
行
者
を
連
れ
て
く
る
の
は

今
後
も
難
し
い
で
し
ょ
う
。
ア
ジ
ア
に

も
欧
米
の
旅
行
者
の
多
い
国
は
あ
り
ま

す
が
、
英
語
が
通
じ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

や
香
港
、
歴
史
的
に
西
欧
の
リ
ゾ
ー
ト

と
し
て
発
展
し
た
タ
イ
な
ど
で
す
。
日

本
は
そ
の
ど
の
条
件
に
も
当
て
は
ま
り

ま
せ
ん
。
欧
米
の
旅
行
者
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
広
げ
る
う
え
で
必
要
な
存
在
で
は

あ
り
ま
す
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
れ
る

の
は
距
離
的
に
近
い
ア
ジ
ア
人
だ
け
。

フ
ラ
ン
ス
だ
っ
て
、
観
光
客
の
80
％
は

近
隣
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
人
な
わ
け

で
、
そ
れ
で
何
ら
問
題
は
な
い
の
で
す
。

　

と
く
に
重
要
な
市
場
は
や
は
り
中
国
。

低
成
長
化
し
た
と
は
い
え
中
間
所
得
層

は
今
よ
り
も
増
え
ま
す
し
、
一
方
で
中

国
国
内
の
観
光
地
は
ま
だ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
稚
拙
で
楽
し
め
ず
、
そ
れ
な
ら
ば

同
程
度
の
費
用
で
行
け
る
日
本
が
い
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
ぐ
そ
ば
に
こ

ん
な
に
膨
大
な
市
場
が
あ
る
こ
と
は
、

実
に
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

未
来
を
左
右
す
る
の
は
外
資
と
技
術

本
格
的
な
リ
ゾ
ー
ト
誕
生
も
こ
れ
か
ら
で
す

今
回
の
研
究
で
は
、
各
種
調
査
結
果
や
予
測
を
も
と
に
業
界
の
識
者
に
も
話
を
聞
い
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
富
裕
層
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
地
域
…
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
が
考
え
る
、

リ
ア
ル
な
「
観
光
の
未
来
」に
つ
い
て
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
お
伝
え
す
る
。

業
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
語
る

そ
れ
ぞ
れ
の
２
０
３
０
年
、観
光
の
未
来

国連世界観光機関
駐日事務所代表
本保芳明氏
ほんぽ・よしあき●1949年、北海
道生まれ。 東京工業大学大学院
社会理工学専攻修了。1974年運
輸省入省（航空局総務課）。1991
年経済協力開発機構（OECD）日
本政府代表部参事官。その後、運
輸省運輸政策局観光企画課長、
国土交通大臣房総合観光政策審
議官などを歴任、2008年10月、
初代観光庁長官に就任。2015
年、首都大学東京特任教授（現
任）。2016年、国連世界観光機
関駐日事務所代表に就任、現在
に至る。

業界識者
Interview
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観
光
産
業
は
災
害
や
伝
染
病
、
政
治
、

経
済
に
大
き
な
影
響
を
受
け
や
す
い
産

業
。
と
く
に
近
い
国
の
ほ
う
が
影
響
を

受
け
や
す
い
で
す
が
、
そ
の
理
由
は
訪

れ
て
い
る
絶
対
数
が
大
き
い
か
ら
。
欧

米
の
人
は
長
い
休
暇
を
取
る
こ
と
が
で

き
、
長
期
滞
在
す
る
分
消
費
額
も
大
き

い
の
で
、
彼
ら
を
大
事
に
す
る
の
も
理

解
で
き
る
の
で
す
が
、
や
は
り
頻
繁
に

来
る
こ
と
が
で
き
て
人
数
も
多
い
ア
ジ

ア
人
客
を
大
事
に
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

観
光
に
と
っ
て
最
も
大
事
な
の
は
満

足
度
。
口
コ
ミ
や
リ
ピ
ー
ト
に
つ
な
が

る
の
は
満
足
度
だ
か
ら
で
す
。
国
際
的

に
み
る
と
日
本
は
か
な
り
ハ
イ
レ
ベ
ル
。

人
が
親
切
で
、
安
全
で
、
食
事
が
お
い

し
く
、
独
自
の
文
化
や
歴
史
、
豊
か
な

自
然
も
あ
る
。
ア
ジ
ア
か
ら
の
リ
ピ
ー

タ
ー
の
多
さ
も
、
高
い
満
足
度
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。
海
外
で
日
本
人
と
交
流

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
日
本
に
来
た
く

な
る
人
も
多
い
ん
で
す
よ
。
私
自
身
も
、

留
学
先
の
カ
ナ
ダ
で
、
優
し
く
て
思
い

や
り
の
あ
る
日
本
人
と
出
会
っ
た
こ
と

が
日
本
に
来
た
い
と
思
っ
た
理
由
で
し

た
。
日
本
の
Ｐ
Ｒ
に
は
、
海
外
へ
の
留

学
生
が
増
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。

　

訪
日
客
に
は
旅
館
よ
り
ホ
テ
ル
が
人

気
と
の
話
で
す
が
、
私
自
身
は
旅
館
の

魅
力
は
非
常
に
大
き
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
日
本
文
化
を
全
て
体
験

で
き
る
か
ら
。
畳
の
部
屋
で
、
浴
衣
を

着
て
、
ふ
と
ん
で
寝
る
。
食
事
も
伝
統

的
な
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
全
部
で
き
る

の
は
ど
の
国
の
人
に
と
っ
て
も
魅
力
的

で
す
。
欠
点
は
価
格
が
高
く
食
事
が
立

派
す
ぎ
て
連
泊
す
る
に
は
厳
し
い
こ
と
。

と
は
い
え
食
事
も
魅
力
の
一
つ
な
の
で
、

全
て
素
泊
ま
り
と
い
う
の
も
残
念
で
す
。

食
事
付
き
と
素
泊
ま
り
を
使
い
分
け
ら

れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

旅
館
は
格
好
の「
日
本
体
験
」施
設

Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
も
日
本
人
は
海
外
に
出
よ
う

日
本
の
地
域
は
外
国
の
富
裕
層
に
も
魅
力
的

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
め
ば
必
ず
評
価
さ
れ
る

ジャパンガイド株式会社
代表取締役社長
ステファン・
シャウエッカー氏
1974年、スイス・チューリヒ生ま
れ。2008年より国土交通省が主
導する「ビジット・ジャパン大使」
を務める。1995年に初めて日本
を旅行。1996年、カナダでイン
ターネットの日本観光サイト「ジャ
パンガイド」を開設。日本人の妻
とともに2003年から群馬県藤岡
市に移り住む。著書に『外国人が
選んだ日本百景』（講談社+α新
書）、『外国人だけが知っている美
しい日本』（大和書房）など。

かとう・ともやす●1965年、大阪
府生まれ。ホテル、フードサービス、
スパ、ラグジュアリーリゾート、公
共リゾート、エンタメとあらゆるレ
ジャー事業開発を行うプロデュー
ス企業の代表取締役兼CEO。代
表的な事業として、『箱根・翠松園』

（旅館）『つるとんたん』（フード）
『 K a f u u R e s o r t F u c h a k u 
CONDO・HOTEL』など。Small 
Luxury Resort『熱海 ふふ』は 
2020年までに河口湖・日光・京都・
強羅・奈良へ展開予定だ。

　

こ
れ
か
ら
の
宿
が
お
客
様
を
獲
得
し

て
い
く
に
は
、
誰
向
け
の
ど
う
い
う
宿

か
が
明
確
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

私
た
ち
が
今
沖
縄
で
計
画
し
て
い
る
の

は
大
人
リ
ゾ
ー
ト
を
演
出
す
る
ホ
テ
ル
。

幅
広
い
顧
客
層
を
取
り
込
む
ホ
テ
ル
が

多
い
沖
縄
で
、
２
人
客
に
特
化
し
、
全

エ
リ
ア
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
す
る

つ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

外
国
の
富
裕
層
の
お
客
様
は
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
と
て
も
重
視
さ
れ
ま
す
。
旅

館
で
ス
ト
レ
ス
に
な
る
の
も
こ
の
点
。

「
座
敷
に
通
さ
れ
て
す
ぐ
朝
食
の
時
間

を
聞
か
れ
、
翌
朝
は
閉
め
て
お
い
た
鍵

を
中
居
さ
ん
が
開
け
て
布
団
を
上
げ
に

来
た
」と
い
う
困
惑
の
声
を
聞
き
、
私

た
ち
の
富
裕
層
向
け
旅
館
で
は
そ
れ
ら

を
す
べ
て
や
め
ま
し
た
。
日
本
の
富
裕

層
の
場
合
は
食
が
課
題
。
10
年
ほ
ど
前

の
話
で
す
が
、
東
京
で
普
段
１
人
１
・

５
万
円
く
ら
い
の
食
事
を
し
て
い
る

方
々
に
、
い
わ
ゆ
る
高
級
旅
館
が
出
し

て
い
た
の
は
７
〜
８
０
０
０
円
程
度
の

食
事
。
こ
れ
を
日
ご
ろ
の
食
事
に
応
じ

た
レ
ベ
ル
に
変
え
る
こ
と
で
、
私
た
ち

の
平
均
10
万
円
の
単
価
も
支
持
さ
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
で
来
日
す
る
よ
う

な
層
に
は
、
ア
ク
セ
ス
や
受
け
入
れ
の

問
題
で
旅
館
が
利
用
し
づ
ら
い
と
い
う

こ
と
も
。
こ
う
し
た
層
も
取
り
込
む
べ

く
、
日
本
全
体
で
改
善
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ロ
ー
カ
ル
リ
ゾ
ー
ト
そ
の
も
の
は
、

こ
う
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
な
お
客
様
に
も

受
け
入
れ
ら
れ
る
は
ず
。
重
要
な
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
持
つ
力
を
見
極
め
、

地
域
と
融
合
し
、
歴
史
や
文
化
を
サ
ー

ビ
ス
や
デ
ザ
イ
ン
に
反
映
す
る
こ
と
で

す
。
こ
う
し
た
歴
史
や
文
化
の
表
現
は
、

外
国
人
、
日
本
人
に
関
わ
ら
ず
今
後
も

と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

カトープレジャーグループ
代表取締役兼CEO
加藤友康氏
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
今
後
に
つ
い
て
は
、

「
隣
国
、
中
国
か
ら
の
旅
行
者
が
多
い

の
は
当
然
」と
ど
れ
だ
け
納
得
で
き
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
中
国
人
は
実
は

日
本
が
大
好
き
。
私
の
実
家
の
家
電
は

日
本
製
品
ば
か
り
で
す
し
、
日
本
製
の

商
品
な
ら
紙
コ
ッ
プ
や
割
り
箸
ま
で
何

で
も
質
が
い
い
と
人
気
で
す
。
日
本
が

好
き
で
な
け
れ
ば
こ
ん
な
に
買
わ
な
い

し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
中
国
人
だ
と
い
う

だ
け
で
拒
否
感
を
持
た
れ
る
こ
と
に
は

寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
日

本
人
に
は
中
国
人
に
先
入
観
を
持
た
ず

も
っ
と
寛
容
に
な
っ
て
ほ
し
い
し
、
訪

日
中
国
人
の
消
費
額
が
ど
れ
ほ
ど
に
な

る
か
、
素
直
に
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
中
国
の
富
裕
層
に
対
す
る
認
識

に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
今
や
中
国
で

は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ラ
ン
チ
が
１
０

０
元
（
１
７
０
０
円
）ほ
ど
。グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
で
は
日
本
社
員
よ
り
中
国
社
員

の
給
料
が
上
回
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

20
年
で
経
済
が
10
〜
20
倍
に
成
長
し
て

い
て
、
日
本
と
比
べ
て
も
相
対
的
に
豊

か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
ま
ず

は
真
摯
に
受
け
止
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

観
光
に
お
け
る
日
本
の
強
み
は
実
は

曖
昧
。タ
イ
が
「
微
笑
み
の
国
」と
い
わ

れ
る
の
は
、
仏
教
徒
が
多
く
、
人
が
優

し
く
、
物
価
が
安
く
気
楽
に
過
ご
せ
る

点
を
き
ち
ん
と
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
し
て

い
る
か
ら
で
す
が
、
日
本
は
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
に
意
識
が
向
い
て
お
ら
ず
、
戦

略
的
に
も
八
方
美
人
な
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
、
強
み
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
中
で
、
私
が
い
い
と
思
う
こ
と
の

一
つ
は
「
便
利
さ
」。ど
ん
な
田
舎
に
も

コ
ン
ビ
ニ
や
銀
行
が
あ
り
、
何
で
も
安

く
買
え
る
か
ら
、
手
ぶ
ら
で
何
日
も
国

内
旅
行
が
で
き
る
。
こ
れ
は
他
の
国
に

は
な
い
こ
と
。
そ
う
い
う
強
み
を
、
し

っ
か
り
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

現
在
、
城
崎
温
泉
で
は
、
年
間
宿
泊

者
数
が
約
70
万
人
、
う
ち
外
国
人
が
４

万
人
泊
。
２
０
２
０
年
に
は
こ
れ
を
、

外
国
人
10
万
人
泊
、
全
体
で
80
万
人
泊

に
す
る
の
が
目
標
で
す
。

　

他
の
地
方
と
同
様
、
城
崎
周
辺
で
も

人
口
減
少
が
激
し
く
、
２
０
１
０
年
か

ら
の
30
年
間
で
現
役
世
代
は
半
減
す
る

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
定
住

人
口
の
減
少
を
、
観
光
客
を
中
心
と
し

た
交
流
人
口
増
で
賄
う
計
画
で
す
が
、

今
で
す
ら
働
き
手
が
足
り
な
い
状
態
で
、

２
０
２
５
年
以
降
、
地
域
に
観
光
客
を

引
き
込
む
だ
け
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
維
持

で
き
る
の
か
と
い
う
点
が
課
題
で
す
。

　

と
は
い
え
、
旅
館
サ
ー
ビ
ス
で
喜
ば

れ
て
い
る
の
は
何
と
い
っ
て
も
「
人
と

人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」。
最
近

は
外
国
人
旅
行
者
の
情
報
源
で
も
「
口

コ
ミ
」が
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
て
、
こ

れ
を
も
っ
と
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
も
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
旅
館
で
も
、

料
理
の
部
屋
出
し
に
こ
だ
わ
り
、
フ
ァ

ン
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
海
外
の

方
向
け
に
は
日
本
文
化
を
伝
え
ら
れ
る

よ
う
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
英
会
話
ア
プ
リ
を

作
っ
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
に
よ
る
業
務

の
効
率
化
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
省

力
化
等
、
と
く
に
裏
方
の
業
務
改
善
を

進
め
て
生
産
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
シ
フ
ト
や
労
務
管

理
、
人
事
評
価
等
も
同
様
で
す
。
ま
た
、

地
方
で
は
２
次
交
通
が
弱
い
た
め
、
自

動
運
転
技
術
に
も
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

行
動
範
囲
が
広
が
る
こ
と
で
滞
在
日
数

が
伸
び
、
一
人
当
た
り
の
消
費
額
の
増

大
に
つ
な
が
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

こ
う
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
活
用
し
つ
つ
、
旅
館
文
化
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

株式会社西村屋
代表取締役社長
西村総一郎氏

株式会社ランドリーム
代表取締役
原田劉静織氏

にしむら・そういちろう●1974年、
兵庫県豊岡市城崎町生まれ。早稲
田大学政治経済学部政治学科卒
業後、アサヒビール株式会社入
社。2000年に退社後、株式会社
西村屋常務取締役就任。2011年、
株式会社西村屋代表取締役社長
就任。全国旅館ホテル生活衛生同
業組合連合会青年部部長。豊岡
市基本構想審議会委員、兵庫県
専門職大学構想検討会委員など
も務める。

はらだ・りゅう・しおり●中国上海
生まれ。上海外国語大学で日本語
を専攻し1996年に来日。2001年
青山学院大学経営学部卒業後、
IT企業を中心に事業開発＆マーケ
ティングのポジションを歴任。
2013年9月よりトリップアドバイ
ザー代表取締役就任。2015年7
月、インバウンドビジネスプロデュ
ーサーとして独立。民間、行政で
幅広く支援を行っている。WI 
LLER株式会社取締役（兼任）、株
式会社ビジョン社外取締役（兼
任）。

実
は
日
本
好
き
、
経
済
的
に
も
成
長
し
た

中
国
へ
の
先
入
観
な
き
目
が
成
功
の
一
歩

課
題
は
訪
日
外
国
人
増
と
人
手
不
足

技
術
を
活
用
し
つ
つ
旅
館
文
化
を
守
り
た
い
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外
国
人
旅
行
者
の
増
加
に
伴
っ
て
泊

食
分
離
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
の
は
わ
か

り
ま
す
。
し
か
し
、
旅
館
は
単
純
に
泊

食
分
離
す
べ
き
な
の
か
？　

旅
館
＝
宿

泊
施
設
と
捉
え
る
と
そ
う
い
う
議
論
に

な
る
の
で
す
が
、
私
は
旅
館
＝
体
験
施

設
で
あ
り
、
ソ
フ
ト
面
で
勝
負
す
る
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
食
は
そ
の
特

徴
の
一
つ
で
、
形
だ
け
泊
食
分
離
を
取

り
入
れ
れ
ば
価
値
が
減
じ
て
し
ま
う
。

む
し
ろ
大
切
な
の
は
各
旅
館
が
「
強
み

を
生
か
す
」こ
と
。
昔
の
旅
館
は
、
和

食
も
洋
食
も
出
す
、
結
婚
式
が
で
き
る

な
ど
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
し
た
が
、
顧
客
の
成
熟
、
労
働
力
不

足
な
ど
の
事
情
か
ら
、
今
は「
何
で
も
」

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
「
う
ち
は

こ
れ
」と
い
う
部
分
を
強
化
し
て
い
か

な
い
と
経
営
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
に
つ
い
て
も
同
じ
で
、
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
も
よ
い
の
で
す
が
、

組
織
の
話
を
す
る
前
に
、「
う
ち
は
こ

う
い
う
地
域
」と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
共
有
す
る
こ
と
が
先
で
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
市
町
村
の
高
齢
者
医

療
費
が
増
大
し
、
観
光
宣
伝
費
が
削
ら

れ
る
の
は
明
ら
か
。
そ
う
な
れ
ば
、
た

と
え
ば
駅
前
で
客
引
き
行
為
を
行
っ
て

と
に
か
く
そ
の
日
の
売
上
を
確
保
し
よ

う
と
す
る
よ
う
な
施
設
も
出
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
行
為
で
地

域
の
ブ
ラ
ン
ド
が
毀
損
さ
れ
な
い
た
め

に
も
、
独
自
財
源
の
確
保
は
必
須
。
利

用
者
に
気
持
ち
よ
く
観
光
税
を
払
っ
て

も
ら
い
、
地
域
に
還
元
す
る
流
れ
を
作

る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　

旅
が
多
様
化
し
て
い
く
感
覚
は
強
く

あ
り
ま
す
。
年
に
一
度
１
泊
２
食
で
豪

遊
す
る
と
い
う
形
は
ま
ず
崩
れ
、
旅
先

で
仕
事
を
す
る
人
も
増
え
る
だ
ろ
う
し
、

車
中
泊
な
ど
も
、
今
後
も
っ
と
快
適
に

な
れ
ば
そ
れ
向
け
の
商
売
が
生
ま
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
５
年
10
年
で
宿
泊
業

は
劇
的
に
変
わ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

旅
館
も
地
域
も
ま
ず
強
み
を
持
つ
こ
と
か
ら

予
算
不
足
を
補
う
に
は
「
観
光
税
」も
必
要

株式会社いせん
代表取締役
雪国観光圏代表
井口智裕氏

担 当 研 究 員より

いぐち・ともひろ●1973年新潟
県南魚沼郡湯沢町生まれ。1996
年、EASTERN WASHINGTON 
UNIVERSITY修了後、株式会
社湯沢ビューホテルいせん入社。
2005年、株式会社いせん代表
取締役に就任。2008年、「雪国
観光圏」の立ち上げ、運営に尽
力。2013年、一般社団法人雪国
観光圏を設立し代表理事に就任。
合同会社雪国食文化研究所代
表社員、観光庁観光産業政策検
討委員なども務める。

　神社仏閣や着物を想像してくる訪日外国人は、シ
ョッピングモールやチェーン店の並ぶ大通りにがっ
かりすることも多いだろう。こういったシーンを減ら
すために、多少アーティフィシャルでも「日本っぽい
日本」を演出していくことがこの先増えるのだろうか。
　将来日本人市場は縮小し、訪日市場が拡大する。
地域はインバウンドにシフトしたほうがいいのだろう
か。例えばテーマパークはインバウンドを視野に入れ
ないと正直今後は厳しくなるだろう。逆にアクティブ
な資源が少ない地域は、無理にインバウンドに取り
組んでも、ニーズに応えられない可能性もある。
　しかし最も重要なのは、地域がどういう道筋を歩
みたいのかという意思である。一般的な民間のマー
ケティングと異なり観光の難しいところは、商品（資
源）やサービスが地域と住民とその生活に属すると
ころだ。そして外野がいかに戦略を提案しても、こ
ればかりは地域の人たちで決めるしかない。地域を
一人の人としてみた場合、その人生は他者が決める
べきではなく、自分で決めるべきなのだ。
　サービス提供者である企業がどのような哲学を持
って価値を提供していくかという「コーポレート・アイ
デンティティ」という概念がある。地域においてはい
わば「地域アイデンティティ」が足りないのではない
か。目先の利益に囚われたり、外野の言いなりにな
ってしまったりせず観光に携わる一人ひとりがマー
ケティングを理解することが必要なのだろう。
　「地域アイデンティティ」のない地域は、ハリボテ
のようになっていくだろう。2030年にはおそらく、ハ
リボテとそうでない地域とがはっきりと目に見える差
となって表れてくるはずだ。

大きく変化する観光市場
地域を守るサステナブルな運営には
一人ひとりのマーケティング力が必須

じゃらんリサーチセンター研究員

森戸香奈子
研究員、『とーりまかし』デスク。「じゃらん宿
泊旅行調査」「ご当地調査」などＪＲＣの調
査を主に担当。

15 March  2018　



じゃらん人気温泉地ランキング2018
調査概要と回答者プロフィール

調査概要

回答者プロフィール

調査時期 2017年8月23日（水）～ 2017年8月26日（土）
調査対象 『じゃらんnet』会員 
調査方法 インターネット上でのアンケートを実施 
有効回答数 12,017人
対象温泉 計327の温泉地を選択肢として設定 

性別（n=12,017） 居住地域（n=12,017）

12回目を迎えた「じゃらん人気温泉地ランキング」の
各ランキングが決定！全国１万２０１７人のじゃらんｎｅｔ会員により
計327カ所から注目の温泉地が選出された。
各部門のランキングや投票内容の分析を通じて、
カスタマーに注目される温泉地の秘訣を読み解いていく。

人気温泉地ランキング
２０１8

 発表！全国人気温泉地ランキングベスト50

調査開始以来、1位は不動の箱根！
別府温泉郷が追い上げてトップ3入り

分析

◆１位は12年連続で箱根温泉、2位と3位も3年連続で同じ温泉地が
選ばれた。由布院温泉との得票差をここ５年間で年々縮めていた別府
温泉郷は、今回ついに由布院温泉と同票を得て３位入りを果たした。
◆トップ10も前回とほぼ同じだが、城崎温泉が前回の12位から10位
へと上昇。50位までの順位も大きな変動はないものの、15位・鬼怒
川温泉、20位・湯の川温泉、23位・定山渓温泉など３ランク以上アッ
プした温泉地も。28位・嬉野温泉と38位・花巻温泉郷は＋５ランク、
さらに48位・淡路島の温泉は＋15ランクと大躍進。

これまでに行ったことがある温泉地のうち、「もう一度行ってみたい温泉地」を尋ねた。
複数回答5つまで。    

1
2
3
4
5
6
7
8
9
12
10
13
11
16

18
14
15
16
20
24
21
22
26
25
23
19
28
33
27
32
30
31
34
29
36
38
39
43
35
37
45
41
40
42
46
49
44
63

52
53

2111
1972
1691
1691
1494
1329
1115
1033
1024
924
909
834
824
765

735
718
654
622
593
590
586
580
568
567
524
520
501
499
485
461
456
446
440
436
372
358
353
332
331
330
329
321
315
300
299
288
276
272

266
265

神奈川県
群馬県
大分県
大分県
北海道
愛媛県
鹿児島県
熊本県
兵庫県
兵庫県
岐阜県
静岡県
秋田県
鹿児島県

栃木県
岐阜県
石川県
山形県
北海道
北海道
石川県
和歌山県
北海道
北海道
島根県
長野県
群馬県
佐賀県
群馬県
長崎県
宮城県
北海道
岐阜県
青森県
宮城県
静岡県
栃木県
岩手県
長野県
北海道
北海道
青森県
神奈川県
山形県
群馬県
山梨県
栃木県
兵庫県

静岡県
和歌山県

箱根温泉
草津温泉
由布院温泉
別府温泉郷
登別温泉
道後温泉
指宿温泉
黒川温泉
有馬温泉
城崎温泉
下呂温泉
熱海温泉
乳頭温泉郷
霧島温泉（霧島温泉郷、霧島神宮温泉郷、
妙見・安楽温泉郷、日当山温泉郷）
鬼怒川温泉
奥飛騨温泉郷
和倉温泉
蔵王温泉
洞爺湖温泉
湯の川温泉
加賀温泉郷
白浜温泉
定山渓温泉
阿寒湖温泉
玉造温泉
白骨温泉
伊香保温泉
嬉野温泉
万座温泉
雲仙温泉
秋保温泉
層雲峡温泉
飛騨高山温泉
八甲田温泉・酸ヶ湯温泉
鳴子温泉郷
修善寺温泉
那須温泉
花巻温泉郷
野沢温泉
ニセコ温泉郷
十勝川温泉
十和田湖温泉郷・十和田湖畔温泉
湯河原温泉
銀山温泉
四万温泉
富士河口湖温泉郷
日光湯元温泉
淡路島の温泉（洲本温泉・南あわじ温泉郷・
岩屋温泉）
伊東温泉・宇佐美温泉
勝浦・串本・すさみの温泉

昨年
順位温泉地名 得票数都道

府県
➡
➡
➡
扌
➡
➡
➡
➡
➡
扌
➡
扌
➡
扌

扌
➡
➡
➡
扌
扌
➡
➡
扌
扌
➡
➡
扌
扌
➡
扌
➡
➡
扌
➡
扌
扌
扌
扌
➡
➡
扌
➡
➡
➡
扌
扌
➡
扌

扌
扌

第1位

2 

3 

3 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30

31 

32 

33 

34

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42

43

44 

45 

46 

47 

48

49

50

（ｎ＝12,017）

話題を呼ぶ、人を呼ぶ

注目の
温泉地

男性
49.5％

女性
50.5％

東北 
6.0%

北海道 
7.4%

中国・四国
7.4%

北陸・
関西 
18.2%

九州・
沖縄 
11.2% 東海  

12.4%

関東・
甲信越  
37.4％

16　March  2018



　

初
回
の
２
０
０
７
年
版
よ
り
数
え
て
12

回
目
を
迎
え
た「
じ
ゃ
ら
ん
人
気
温
泉
地

ラ
ン
キ
ン
グ
」は
、
前
回
よ
り
約
３
０
０

人
多
い
１
万
２
０
１
７
人
の
回
答
を
得
て

よ
り
精
度
の
高
い
調
査
と
な
っ
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
部
門
別
の
ラ
ン
キ
ン
グ
の

な
か
で
も
メ
イ
ン
と
な
る
の
は「
も
う
一

度
行
っ
て
み
た
い
」温
泉
地
を
選
ぶ「
全

国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」。
結
果
を

見
る
と
ベ
ス
ト
50
の
顔
ぶ
れ
に
大
き
な
変

動
は
な
く
、
特
に
ト
ッ
プ
３
は
別
府
温
泉

郷
が
加
わ
っ
た
ほ
か
は
同
じ
温
泉
地
が
選

ば
れ
た
。
毎
回
、
異
な
る
回
答
者
が
投
票

し
て
い
る
の
に
変
わ
ら
ず
に
支
持
さ
れ
る

秘
訣
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を

探
る
べ
く
、
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン

グ
の
回
答
内
容
を
細
か
く
見
て
み
よ
う
。

　

ト
ッ
プ
３
に
な
っ
た
温
泉
地
を「
も
う

一
度
行
っ
て
み
た
い
」と
選
ん
だ
理
由
を

見
る
と
、「
街
の
雰
囲
気
が
好
き
だ
か
ら
」

と
い
う
回
答
が
多
く
、
温
泉
の
質
よ
り
も

街
全
体
の
質
が
問
わ
れ
て
い
る
様
子
。
街

の
雰
囲
気
は
一
朝
一
夕
に
は
変
え
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
が
、
地
域
一
人
ひ
と
り
の

力
を
合
わ
せ
て
創
り
出
し
て
い
け
る
。
自

然
環
境
や
交
通
の
便
を
変
え
る
こ
と
に
比

べ
れ
ば
、
大
資
本
を
投
入
し
な
く
て
も
改

善
で
き
る
希
望
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
」と

思
う
温
泉
地
と
し
て
認
知
さ
れ
る
た
め
に

は
、
ど
の
層
に
対
し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

強
化
す
べ
き
か
把
握
す
る
こ
と
も
大
切
だ
。

全
回
答
者
総
合
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
例
年

同
じ
顔
ぶ
れ
で
も
、
男
女
別
・
年
代
別
に

細
分
化
す
る
と
上
位
陣
に
違
い
が
見
え
て

く
る
。
こ
の
よ
う
に
自
分
た
ち
の
強
み
・

弱
み
を
ま
ず
は
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
適

切
な
手
を
打
っ
て
い
く
こ
と
が
、
上
位
へ

の
道
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

人
気
温
泉
地
の
上
位
組
は
定
番
化
。

牙
城
を
崩
す
た
め
に
は
…
？

第1位

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

第1位

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

第1位

2 

3 

4 

5 

第1位

2 

3 

4 

5 

第1位

2 

3 

3

5 

第1位

2 

3 

4 

5 

第1位

2 

3 

4 

5 

全国人気温泉地ランキング 
男女別・年代別

男性
（n=5,953）

女性
（n=6,064）

◆男女別ランキングは同部門を発表した2010年以来変わら
ず、男性部門は草津温泉、女性部門は箱根温泉が１位に。また、
男性部門は有馬温泉、女性部門では城崎温泉が前回から変わ
って10位入り。有馬温泉は女性部門では６年連続でトップ10
圏内にいるため、女性人気を保ちつつ男性人気も高めること
が総合ランキングの順位を上げるカギといえそうだ。
◆年代別に見ると、総合ランキング11位の下呂温泉が20代で
は５位に。下呂温泉では夏と冬の花火やグルメ開発に取り組
んでおり、温泉目的以外の若者層の支持も集めたと考えられ
る。若者層向け施策としては大分県とJRCが共同で2014年
度～16年度に、22歳限定で温泉入浴が無料になるキャンペー
ン『お湯マジ！22 in おんせん県おおいた』を実施した。将来の
リピーター育成に向け、若者のファンづくりは大切だ。

分析 男女や年代で意外と違いがあると判明
誘客強化すべき層が見えてくる…!?

60代
（n=1,968）

50代
（n=3,716）

40代
（n=3,439）

30代
（n=1,795）

昨年
順位温泉地名 得票数

➡
➡
扌
➡
➡
➡
➡
扌
➡
扌

1
2
5
3
3
6
7
9
8
11

1040
985
813
807
794
689
595
501
463
445

群馬県
神奈川県
大分県
大分県
北海道
愛媛県
鹿児島県
秋田県
熊本県
兵庫県

草津温泉
箱根温泉
別府温泉郷
由布院温泉
登別温泉
道後温泉
指宿温泉
乳頭温泉郷
黒川温泉
有馬温泉

都道
府県

➡
扌
➡
➡
➡
➡
扌
➡
➡
扌

1
3
2
4
5
6
8
7
9
11

1126
932
884
878
700
640
579
570
520
484

神奈川県
群馬県
大分県
大分県
北海道
愛媛県
兵庫県
熊本県
鹿児島県
兵庫県

箱根温泉
草津温泉
由布院温泉
別府温泉郷
登別温泉
道後温泉
有馬温泉
黒川温泉
指宿温泉
城崎温泉

330
329
295
274
251

1
3
2
5
4

➡
扌
➡
扌
➡

群馬県
神奈川県
北海道
大分県
大分県

草津温泉
箱根温泉
登別温泉
別府温泉郷
由布院温泉

2
1
3
5
4

扌
➡
➡
扌
➡

640
608
509
507
500

群馬県
神奈川県
大分県
大分県
北海道

草津温泉
箱根温泉
別府温泉郷
由布院温泉
登別温泉

2
1
4
3
5

扌
➡
扌
➡
➡

586
529
509
509
450

神奈川県
群馬県
大分県
大分県
北海道

箱根温泉
草津温泉
別府温泉郷
由布院温泉
登別温泉

1
3
2
4

ー

➡
扌
➡
➡
扌

350
293
276
249
192

神奈川県
群馬県
大分県
大分県
愛媛県

箱根温泉
草津温泉
由布院温泉
別府温泉郷
道後温泉

1
2
3
3

ー

➡
➡
➡
➡
扌

179
122
111
106
80

神奈川県
群馬県
大分県
大分県
岐阜県

箱根温泉
草津温泉
由布院温泉
別府温泉郷
下呂温泉

20代
（n=729）

◆全国人気温泉地ランキングでトップ３になった温
泉地の選択理由は、「街の雰囲気が好き」という回答
が多い。どの温泉地でも「温泉の効能や泉質が気に
入っている」という理由よりも割合が高くなった。
◆温泉地別に見ると、由布院温泉は「街の雰囲気が
好き」という理由がずば抜けて高い。また、ほかの３
温泉では２割前後の「交通の便がいい」との理由を箱
根温泉では５割強が選択。他を圧倒する強みが連続
１位を叶えているのかもしれない。

「もう一度行ってみたい」理由は
「街の雰囲気が好き」が圧倒的多数

分析

全国人気温泉地ランキング ベスト3の選択理由
「もう一度行ってみたい温泉地」と回答した理由。選択肢12個より複数回答5つまで。

箱根温泉

草津温泉

由布院温泉

別府温泉郷

53.0

68.2

75.9

61.2

29.9

66.0

39.9

58.0

44.1

28.0

50.4

18.9

55.5

17.1

14.7

21.8

28.7

19.3

10.9

18.9

街の雰囲気が
好きだから

手頃な料金で
行けるから

交通の便が
いいから

自然に
囲まれている
から

温泉の
効能や泉質が
気に入って
いるから

※  は回答者50％以上が選択 （％）

17 March  2018　



箱根温泉は全国人気温泉地ランキングに加え、
１年間の訪問経験ランキングでも1位に

ランキングを読み解くと、
各温泉の支持者層や
順位を伸ばしている
注目の温泉地が明らかに。

注目の
温泉地を

探る

部門別ランキングから

全国あこがれ
温泉地ランキング
ベスト30

全国あこがれ
温泉地ランキング 
性年代別

全体（n=12,017）
昨年
順位温泉地名 得票数

➡
➡
➡
扌
➡
➡
➡
扌
扌
扌
扌
➡
➡
扌
➡
➡

➡
➡
扌
➡
➡
➡

扌
扌
➡
扌
扌
➡
➡

扌

第1位

2

3

4

5

6

7

8

8

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

「全国あこがれ温泉地ランキング」では、まだ行ったことは
ないが、「一度は行ってみたい」温泉地を尋ねた。複数回答
5つまで。

1
2
3
5
4
6
7

10
9

11
12
8

13
16
14
15

17
18
20
19
21
22

24
26
23
30
28
25
27

32

2698
1933
1767
1708
1574
1486
1374
1183
1183
1180
1114

1086
970
801
679
652

642
564
558
509
478
453

426
407
396
391
372
353
344

298

大分県
秋田県
群馬県
大分県
鹿児島県
愛媛県
北海道
岐阜県
兵庫県
神奈川県
静岡県
熊本県
山形県
栃木県
長野県
青森県

石川県
北海道
山形県
石川県
群馬県
鹿児島県

北海道
兵庫県
富山県
北海道
島根県
富山県
青森県

岐阜県

由布院温泉
乳頭温泉郷
草津温泉
別府温泉郷
指宿温泉
道後温泉
登別温泉
下呂温泉
有馬温泉
箱根温泉
熱海温泉
黒川温泉
銀山温泉
鬼怒川温泉
白骨温泉
八甲田温泉・
酸ヶ湯温泉
加賀温泉郷
洞爺湖温泉
蔵王温泉
和倉温泉
伊香保温泉
霧島温泉

（霧島温泉郷、
霧島神宮温泉郷、
妙見・安楽温泉郷、
日当山温泉郷）
ニセコ温泉郷
城崎温泉
黒部峡谷温泉群
阿寒湖温泉
玉造温泉
宇奈月温泉
十和田湖温泉郷・
十和田湖畔温泉
奥飛騨温泉郷

都道
府県

◆トップ３は前回から変わらず、１位は12年連続
で由布院温泉が選ばれた。４位の別府温泉郷は
全国人気温泉地ランキングと同様にあこがれ温泉
地としても前回から＋１ランク。性・年代別に見る
と、別府温泉郷は特に20代～40代男女からのあ
こがれが強いことがわかる。
◆全年代総合のランキングでは11位だった熱海
温泉が、20代では男性３位、女性５位になった
点も特徴的。また、全年代総合のランキングで２
位だった乳頭温泉郷は、40代以上が支持者層で
あることが見てとれる。

由布院温泉が12年連続１位！
「あこがれ」には年代差も

分析

女性年代別ベスト5

20代
女性

（n=564）

温泉地名 得票数都道
府県

大分県
秋田県
愛媛県
鹿児島県
群馬県

大分県
大分県
群馬県
神奈川県
静岡県

由布院温泉
乳頭温泉郷
道後温泉
指宿温泉
草津温泉

由布院温泉
別府温泉郷
草津温泉
箱根温泉
熱海温泉

別府温泉郷
由布院温泉
草津温泉
箱根温泉
熱海温泉

第1位

2 

3 

4 

5 

第1位

2 

3 

4 

5 

第1位

2 

3 

4

5 

第1位

2 

3 

4 

5 

第1位

2 

3 

4 

5 

97
82
70
68
64

468
335
309
308
304

435
310
267
261
260

299
249
234
193
174

143
133
105
102
92

秋田県
大分県
熊本県
群馬県
山形県

大分県
秋田県
大分県
群馬県
鹿児島県

大分県
大分県
群馬県
神奈川県
静岡県

乳頭温泉郷
由布院温泉
黒川温泉
草津温泉
銀山温泉

由布院温泉
乳頭温泉郷
別府温泉郷
草津温泉
指宿温泉

30代
女性

（n=1225）

40代
女性

（n=1927）

50代
女性

（n=1756）

60代
女性

（n=539）

男性年代別ベスト5

20代
男性

（n=165）

温泉地名 得票数都道
府県

大分県
秋田県
鹿児島県
大分県
北海道

大分県
大分県
群馬県
北海道
愛媛県

由布院温泉
乳頭温泉郷
指宿温泉
別府温泉郷
登別温泉

由布院温泉
別府温泉郷
草津温泉
登別温泉
道後温泉

別府温泉郷
草津温泉
熱海温泉
箱根温泉
由布院温泉

第1位

2 

3 

4 

5 

第1位

2 

3 

4 

5 

第1位

2 

3 

3

5 

第1位

2 

3 

4 

5 

第1位

2 

3 

4 

4

289
256
173
160
154

365
274
245
226
220

475
371
303
271
253

125
109
89
86
79

34
32
30
29
29

秋田県
大分県
山形県
鹿児島県
群馬県

大分県
大分県
群馬県
秋田県
鹿児島県

大分県
群馬県
静岡県
神奈川県
大分県

乳頭温泉郷
由布院温泉郷
銀山温泉
指宿温泉
草津温泉

由布院温泉
別府温泉郷
草津温泉
乳頭温泉郷
指宿温泉

30代
男性

（n=570）

40代
男性

（n=1512）

50代
男性

（n=1960）

60代
男性

（n=1429）

人気温泉地ランキング
２０１8

 発表！

全国あこがれ温泉地ランキングで不動の1位を
誇る由布院温泉は豊かな自然に囲まれた環境

18　March  2018



く
り
も
お
ろ
そ
か
に
で
き
な
い
よ
う
だ
。

 

「
全
国
温
泉
地
１
年
間
の
訪
問
経
験
ラ
ン

キ
ン
グ
」は
、
前
回
か
ら
＋
２
ラ
ン
ク
で

５
位
に
な
っ
た
鬼
怒
川
温
泉
ほ
か
、「
全

国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
前
回
か

ら
順
位
を
上
げ
た
定
山
渓
温
泉
、
城
崎
温

泉
、
淡
路
島
の
温
泉
、
霧
島
温
泉
が
こ
ち

ら
で
も
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
。
特
に
淡
路
島
の

温
泉
は
本
部
門
で
＋
12
ラ
ン
ク
、「
全
国

人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
は
＋
15
ラ

ン
ク
の
躍
進
を
遂
げ
て
い
る
。

 
「
全
国
温
泉
地
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」は

前
回
ま
で
ラ
ン
ク
付
け
対
象
を
年
間
訪
問

者
50
人
以
上
の
温
泉
地
に
し
て
い
た
が
、

今
回
は
年
間
訪
問
者
１
０
０
人
以
上
の
温

泉
地
を
対
象
に
し
た
た
め
、
前
回
順
位
と

の
比
較
は
避
け
る
。
満
足
度
を
見
て
み
る

と
１
位
の
高
湯
温
泉
は
前
々
回
92
・
６
％
、

前
回
96
・
８
％
、
そ
し
て
今
回
97
・
１
％

と
年
々
上
昇
。
こ
の
調
子
で
高
い
満
足
度

を
保
ち
つ
つ
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
て
い

け
ば
、「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
の
順
位
も
上
げ
て
い
け
そ
う
だ
。

　

各
部
門
の
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
温

泉
地
は
一
見
、
例
年
変
わ
り
映
え
し
な
い

よ
う
に
思
え
る
が
、
各
部
門
の
分
析
で
も

書
い
た
よ
う
に
よ
く
見
て
い
く
と
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
を
果
た
し
た
温
泉
地
も
あ
る
。
次

ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
う
し
た「
注
目
の
温

泉
地
」の
躍
進
の
理
由
を
探
っ
て
い
く
。

　

続
い
て
部
門
別
ラ
ン
キ
ン
グ
の
結
果
を

見
て
い
こ
う
。「
全
国
あ
こ
が
れ
温
泉
地
ラ

ン
キ
ン
グ
」、「
全
国
温
泉
地
１
年
間
の
訪
問

経
験
ラ
ン
キ
ン
グ
」い
ず
れ
も
、
ト
ッ
プ
３

は
前
回
と
同
じ
温
泉
地
が
選
ば
れ
た
。
つ

ま
り
前
出
の「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ

ン
グ
」を
含
め
た
主
要
３
部
門
す
べ
て
で
、

ト
ッ
プ
３
は
前
回
と
変
動
が
な
か
っ
た
わ

け
だ
。
上
位
に
な
る
温
泉
地
は
、
一
時
の

流
行
に
左
右
さ
れ
な
い
高
い
実
力
が
あ
る

こ
と
が
改
め
て
感
じ
ら
れ
る
。

 

「
全
国
あ
こ
が
れ
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
ト
ッ
プ
５
に
な
っ
た
温
泉
地
の「
あ
こ

が
れ
る
」理
由
も
紹
介
し
よ
う
。
上
位
５

温
泉
中
４
温
泉
で「
有
名
な
の
で
」が
最

も
多
か
っ
た
。「
一
度
は
行
っ
て
み
た
い
」

と
思
わ
れ
る
に
は
、
ま
ず
は
認
知
度
を
上

げ
る
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。
ま
た
、
上
位

５
温
泉
中
４
温
泉
で「
温
泉
の
効
能
や
泉

質
に
興
味
が
あ
る
か
ら
」と
い
う
理
由
が

「
街
の
雰
囲
気
が
よ
さ
そ
う
だ
か
ら
」と

の
理
由
よ
り
も
多
く
選
ば
れ
て
い
た
。
一

方
で「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ

（
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
温
泉
地
）」ト

ッ
プ
３
の
選
択
理
由
で
は「
温
泉
の
効
能

や
泉
質
」よ
り
も「
街
の
雰
囲
気
」が
重
視

さ
れ
て
い
る
。
泉
質
に
あ
こ
が
れ
て
訪
れ

た
人
を
再
び
呼
ぶ
に
は
、
街
の
雰
囲
気
づ

部
門
別
ラ
ン
キ
ン
グ
に
は

大
幅
に
順
位
を
上
げ
た
温
泉
地
も

全国温泉地1年間の
訪問経験ランキング
ベスト20

全国温泉地満足度
ランキング 
ベスト20

96
13
26
52
29
10
88
2

16
44

106
86
3
8

14

3
34

39
7
1

➡
➡
➡
➡
扌
➡
➡
➡
➡
➡
扌
➡
扌
➡

➡
➡
➡
扌
扌

扌

温泉地名 得票数 昨年
順位

第1位

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

最近1年間（2016年8月頃～2017年8月頃）に行ったこと
のある温泉地について尋ねた。

全体（n=12,017）

1466
963
923
921
722
707
683
655
591
586
568
551
542
533

529
499
458
429
420

418

1
2
3
4
7
6
5
8
9

10
17
11
14
13

12
15
16
22
31

21

神奈川県
大分県
群馬県
静岡県
栃木県
愛媛県
兵庫県
大分県
岐阜県
栃木県
北海道
群馬県
和歌山県
静岡県

北海道
石川県
神奈川県
兵庫県
兵庫県

鹿児島県

箱根温泉
別府温泉郷
草津温泉
熱海温泉
鬼怒川温泉
道後温泉
有馬温泉
由布院温泉
下呂温泉
那須温泉
定山渓温泉
伊香保温泉
白浜温泉
伊東温泉・
宇佐美温泉
登別温泉
加賀温泉郷
湯河原温泉
城崎温泉
淡路島の温泉

（洲本温泉・南あわじ
温泉郷・岩屋温泉）
霧島温泉

（霧島温泉郷、霧島
神宮温泉郷、妙見・
安楽温泉郷、日当山
温泉郷）

都道
府県

上位陣は変化が少ない一方、
ぐっと順位を伸ばす温泉地も

分析

◆１位～４位は前回と変化なく、毎年コンスタント
に訪問される温泉地といえる。鬼怒川温泉は前回
から＋２ランクで５位となり、これは同部門の調
査が始まった2008年以来で最高順位だ。
◆その他、11位・定山渓温泉は６ランク、18位・
城崎温泉は４ランクの上昇。両温泉ともに全国人
気温泉地ランキングでも順位を上げており、勢い
にのっている温泉地だろう。19位・淡路島の温泉
は前回から＋12ランクとなり、全国人気温泉地ラ
ンキングと同様に急上昇している。

温泉地名 満足度
（％）

集計
対象数

総合
人気※

第1位

2

3

4

5

5

7

8

8

10

11

11

13

14

15

16

17

18

18

20

最近1年間に行ったことがある温泉地のうち「満足した温
泉地」について尋ねた。1年間の訪問者が100人以上の温
泉地（153カ所）をランキング。
※「総合人気」の列は「全国人気温泉地ランキング」の順位

全体（n=12,017）

97.1
95.6
95.5
94.8
94.2
94.2
94.1
94.0
94.0
93.3
92.9
92.9
92.5
92.3
92.1

91.6
91.4

91.0
91.0
90.7

102
204
156
134
277
429
119
923
417
104
127
127
655
362
418

963
174

133
355

1466

福島県
秋田県
長野県
北海道
群馬県
兵庫県
長野県
群馬県
岐阜県
山形県
大分県
大分県
大分県
熊本県
鹿児島県

大分県
青森県

長野県
鹿児島県
神奈川県

高湯温泉
乳頭温泉郷
白骨温泉
ウトロ温泉
万座温泉
城崎温泉
乗鞍高原温泉
草津温泉
奥飛騨温泉郷
銀山温泉
久住温泉
長湯温泉
由布院温泉
黒川温泉
霧島温泉

（霧島温泉郷、
霧島神宮温泉郷、
妙見・安楽温泉郷、
日当山温泉郷）
別府温泉郷
八甲田温泉・
酸ヶ湯温泉
野沢温泉
指宿温泉
箱根温泉

都道
府県

「もう一度行ってみたい」と
「満足度」は別の話!?

分析

◆１位は97.1％もの人が「満足した（とても満足・
やや満足）」と回答した高湯温泉。人気温泉地ラ
ンキングでは96位止まりであり、上位20のその
他の顔ぶれを見ても「もう一度行きたい温泉地」と
して選ばれた人気温泉地ランキングとは順位があ
まり連動していない点が興味深い。
◆比較的、小規模な温泉地や、アクセスの便が
よくない温泉地が多く、ターゲットが絞られてい
たり、再訪が難しい、というのも理由の一つか
もしれない。

19 March  2018　



国
内
外
の
旅
行
者
を
惹
き
つ
け
る
街
並
み
は

ど
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
た
の
か
？

城崎
温泉

兵庫県豊岡市

 

「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」「
あ

こ
が
れ
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」「
全
国
温

泉
地
１
年
間
の
訪
問
経
験
ラ
ン
キ
ン
グ
」

の
主
要
３
部
門
す
べ
て
で
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

を
果
た
し
た
城
崎
温
泉
。
さ
ら
に
「
全
国

温
泉
地
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
訪

問
者
の
９
割
前
後
が
「
満
足
し
た
」
と
回

答
す
る
高
い
満
足
度
を
過
去
10
年
間
キ
ー

プ
し
続
け
て
い
る
。
満
足
し
た
理
由
コ
メ

ン
ト
を
見
て
み
る
と
「
街
の
雰
囲
気
が
最

高
（
男
性
24
歳
）」「
湯
め
ぐ
り
が
楽
し
か

っ
た
か
ら
。
ザ
・
温
泉
街
と
い
う
雰
囲
気

が
よ
か
っ
た
か
ら
（
女
性
30
歳
）」
と
い

っ
た
、「
街
の
雰
囲
気
」
に
満
足
し
た
声

が
多
い
。「
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
」

理
由
で
も
、
城
崎
温
泉
投
票
者
の
８
割
強

が
「
街
の
雰
囲
気
が
好
き
だ
か
ら
」
と
回

答
し
て
い
た
。

　

近
年
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
も
急
増
し
、

２
０
１
６
年
は
５
年
前
の
36
倍
に
あ
た
る

４
万
人
以
上
の
外
国
人
宿
泊
者
が
訪
れ
た
。

外
国
人
旅
行
者
が
増
え
た
理
由
は
、
海
外

の
有
名
旅
行
ガ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
、

豊
岡
市
が
英
語
・
仏
語
版
の
宿
泊
予
約
サ

イ
ト
「V

isit K
inosaki

」
を
立
ち
上
げ

る
な
ど
誘
致
に
励
ん
だ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
外
国
人
か
ら
注

目
さ
れ
た
の
は
、
７
つ
の
外
湯
が
点
在
し
、

古
き
良
き
日
本
の
温
泉
情
緒
を
体
現
し
た

街
並
み
と
い
う
魅
力
が
あ
っ
た
た
め
だ
。

 

「
城
崎
を
知
っ
て
、
一
度
来
て
も
ら
え
た

ら
気
に
入
っ
て
い
た
だ
け
る
温
泉
地
だ
と

自
負
し
て
い
ま
す
が
、
認
知
し
て
も
ら
う

ま
で
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
」
と

話
す
の
は
豊
岡
市
大
交
流
課
・
谷
口
雄
彦

課
長
。
１
４
０
０
年
の
歴
史
を
持
ち
、
関

西
圏
で
は
古
く
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
き

た
城
崎
温
泉
も
、
全
国
区
で
は
ま
だ
知
名

度
が
十
分
で
な
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ

で
城
崎
温
泉
を
含
め
た
豊
岡
市
の
魅
力
を

首
都
圏
か
ら
広
め
よ
う
と
、
情
報
発
信
イ

ベ
ン
ト
「
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
」
を
２

０
０
９
年
よ
り
毎
年
東
京
で
開
催
。
出
版

社
や
広
告
代
理
店
、
旅
行
関
連
企
業
の

人
々
な
ど
情
報
発
信
力
の
高
い
層
を
招
い

て
、
市
の
文
化
や
食
と
い
っ
た
取
り
組
み

を
発
信
し
て
い
る
と
い
う
。

　

城
崎
ら
し
い
街
づ
く
り
へ
向
け
て
は
、

も
う
一
つ
お
も
し
ろ
い
取
り
組
み
が
あ
る
。

﹃
城
の
崎
に
て
﹄
を
記
し
た
志
賀
直
哉
を

は
じ
め
多
く
の
文
人
に
愛
さ
れ
た
「
文
学

の
ま
ち
」
と
い
う
城
崎
の
魅
力
を
い
ま
一

度
磨
き
直
す
た
め
、
２
０
１
３
年
か
ら
オ

リ
ジ
ナ
ル
書
籍
を
発
行
し
て
い
る
の
だ
。

 

「“
文
学
の
ま
ち
”
を
標
榜
し
な
が
ら
全

く
文
学
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
な
い
よ
ね
、

と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
た
試
み
で
す
。
城

崎
温
泉
旅
館
経
営
研
究
会
が
出
版
元
を
立

ち
上
げ
、
城
崎
町
内
だ
け
で
販
売
す
る
、

“
地
産
地
読
”
の
本
な
ん
で
す
よ
」

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
重
ね
て
き
た
結

果
、
全
国
各
地
か
ら
の
取
材
・
問
い
合
わ

せ
が
徐
々
に
増
加
。
ま
た
最
近
は
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
急
増
し
た
影
響
で
ニ
ュ
ー
ス
記

事
な
ど
へ
の
露
出
が
増
え
、
結
果
的
に
国

内
旅
行
者
か
ら
の
注
目
も
高
ま
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

　

新
た
な
試
み
を
打
ち
出
す
一
方
、
古
く

か
ら
の
温
泉
情
緒
豊
か
な
街
並
み
が
広
が

る
の
も
城
崎
の
魅
力
。
そ
の
景
観
形
成
に

市
は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

温
泉
情
緒
豊
か
な
景
観
が
支
持
さ
れ

主
要
３
部
門
で
順
位
を
ア
ッ
プ

全
国
区
の
知
名
度
を
目
指
し
て

市
の
魅
力
発
信
に
注
力

城崎の地産地読本では湊
かなえ氏などが書き下ろし
作品を発表。タオル地のカ
バーや城崎名物のカニの
殻のように凹凸がある外箱
など、装丁も凝っている

全国温泉地満足度
ランキング 
城崎温泉の調査結果 「人気温泉地ランキング2018」の

各種調査で台頭してきた
温泉地をピックアップ。
街づくりや誘客戦略など、
実力を伸ばしている地域の置かれた
状況や取り組みから、
旅行者に注目される温泉地として
花開くために必要なものを探っていこう。

注目の
温泉地の
魅力に迫る

部門別ランキングから

人気温泉地ランキング
２０１8
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「
城
崎
温
泉
は
川
沿
い
に
連
な
る
木
造
３

階
建
て
の
旅
館
が
魅
力
的
な
景
観
を
生
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
木
造
建

築
物
の
用
途
変
更
や
増
改
築
、
大
規
模
修

繕
を
行
う
際
に
、
現
行
の
建
築
基
準
法
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
保
存
活
用
が
困
難

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
安
全
性
を

確
保
し
つ
つ
、
保
存
活
用
が
図
ら
れ
る
よ

う
建
築
基
準
法
の
適
用
除
外
が
受
け
ら
れ

る
条
例
を
２
０
１
７
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
城
崎
の
温
泉
街
ら
し
い
街
並
み
が

現
在
ま
で
守
ら
れ
て
き
た
の
は
、
城
崎
が

合
併
し
て
豊
岡
市
に
な
る
前
か
ら
の
城
崎

地
域
の
人
々
の
力
に
よ
る
も
の
で
す
。
土

産
店
や
遊
技
場
を
の
ぞ
き
な
が
ら
散
策
を

楽
し
む
人
々
で
街
が
賑
わ
う
こ
と
が
、
結

果
的
に
は
宿
泊
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
。

こ
の
よ
う
な
、
旅
館
と
商
店
の
共
存
共
栄

の
精
神
を
、
町
是
と
し
て
大
切
に
し
て
き

た
歴
史
が
あ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
出

歩
き
た
く
な
る
街
並
み
整
備
に
地
域
が
取

り
組
ん
で
き
た
の
で
あ
り
、
市
と
し
て
も

城
崎
の
歴
史
文
化
を
大
事
に
し
て
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

古
い
街
並
み
を
守
り
継
ぐ
こ
と
は
、
そ

れ
が
一
部
の
人
の
考
え
で
は
な
く
地
域
の

総
意
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
叶
わ
な
い
。

城
崎
温
泉
で
大
切
に
さ
れ
て
き
た
と
い
う

「
旅
館
と
商
店
の
共
存
共
栄
の
精
神
」
は
、

い
か
に
し
て
育
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
城

崎
の
街
づ
く
り
組
織
「
城
崎
こ
の
さ
き
１

０
０
年
会
議
」
理
事
長
も
務
め
る
旅
館
経

営
者
・
高
宮
浩
之
さ
ん
に
う
か
が
っ
た
。

 

「
城
崎
が
位
置
す
る
但
馬
地
方
北
部
は
１

９
２
５
年
、
の
ち
に
北
但
大
震
災
と
呼
ば

れ
る
震
災
に
襲
わ
れ
、
温
泉
街
も
ほ
ぼ
全

壊
し
ま
し
た
。
そ
し
て
街
を
復
興
す
る
際

に
採
用
し
た
計
画
が
元
に
な
り
、
現
在
ま

で
続
く
城
崎
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
街
並

み
が
生
ま
れ
た
背
景
が
あ
り
ま
す
」

　

当
時
は
復
興
を
機
に
近
代
化
を
進
め
る

声
も
あ
っ
た
が
、
温
泉
街
の
人
々
は
昔
の

街
並
み
を
取
り
戻
す
こ
と
を
選
択
。
古
く

か
ら
愛
さ
れ
て
き
た
外
湯
文
化
こ
そ
が
、

自
分
た
ち
の
強
み
で
あ
る
と
考
え
た
の
だ
。

そ
し
て
、
木
造
３
階
建
て
の
旅
館
や
外
湯

を
中
心
に
し
て
、
街
を
め
ぐ
り
歩
け
る
設

計
で
街
づ
く
り
を
行
っ
た
と
い
う
。

 

「
城
崎
の
宿
の
８
割
は
家
族
経
営
で
客
室

数
は
10
室
前
後
。
そ
う
し
た
小
さ
な
宿
１

軒
で
は
、
全
国
に
無
数
に
あ
る
宿
に
太
刀

打
ち
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
“
自
分
の
宿
”

で
は
な
く
“
温
泉
街
”
に
お
客
さ
ん
を
呼

ぶ
こ
と
、
そ
れ
が
や
が
て
自
分
の
お
客
さ

ん
を
増
や
す
こ
と
に
も
な
る
と
い
う
考
え

方
が
自
然
と
生
ま
れ
ま
し
た
」

　

そ
う
し
た
精
神
は
旅
館
の
造
り
に
も
表

れ
て
い
る
。
多
く
の
旅
館
で
は
土
産
売
店

や
ス
ナ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
せ
ず
、
そ

の
役
割
を
温
泉
街
の
商
店
に
任
せ
て
い
る
。

旅
館
内
で
客
を
囲
い
込
む
よ
り
も
、
旅
行

者
が
周
遊
し
て
賑
わ
う
ほ
う
が
温
泉
街
と

し
て
の
魅
力
が
高
ま
る
た
め
だ
。

 

「
城
崎
温
泉
で
は
、
温
泉
街
全
体
が
一
つ

の
旅
館
で
あ
り
、
駅
が
玄
関
、
外
湯
が
浴

場
、
宿
が
客
室
と
い
う
た
と
え
を
よ

く
し
ま
す
。
旅
館
内
の
売
店
の
役
割

は
、
温
泉
街
の
土
産
店
が
担
っ
て
い

る
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
当
た
り
前

の
よ
う
に
旅
館
も
商
店
も
み
ん
な

が
、
街
を
盛
り
立
て
る
た
め
に
協
力

を
す
る
風
土
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

昔
か
ら
築
き
上
げ
て
き
た
城
崎
ら
し

い
街
並
み
が
“
城
崎
ブ
ラ
ン
ド
”
で

あ
り
、
こ
れ
を
失
わ
な
い
街
づ
く
り

が
第
一
義
で
あ
る
と
い
う
共
通
認
識

が
あ
る
の
で
す
」

　

老
い
も
若
き
も
、
外
国
人
ま
で
も

が
楽
し
そ
う
に
浴
衣
姿
で
そ
ぞ
ろ
歩

く
城
崎
の
温
泉
街
に
身
を
置
く
と
、

映
画
の
セ
ッ
ト
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
な
感

覚
に
な
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
街
全
体
の
イ
メ

ー
ジ
が
統
一
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
城
崎

ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
」
と
い
う
理
念
が
地
域

に
浸
透
し
て
い
る
か
ら
だ
。
自
分
た
ち
の

温
泉
地
の
独
自
性
や
強
み
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
？
そ
れ
を
活
か
す
た
め
に
は
何
を
選

択
す
べ
き
か
？
こ
う
し
た
、
街
づ
く
り
の

土
台
に
な
る
問
い
に
対
し
て
、
地
域
全
員

が
同
じ
解
を
も
ち
、
行
動
指
針
と
し
て
い

る
。「
一
度
は
行
き
た
い
、
も
う
一
度
行

っ
て
み
た
い
」
と
思
わ
れ
る
温
泉
地
と
な

り
、
そ
し
て
訪
問
者
の
高
い
満
足
度
を
獲

得
す
る
に
は
、
ま
ず
地
域
一
人
ひ
と
り
の

意
識
を
一
つ
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

と
言
え
そ
う
だ
。

共
通
理
念
に
沿
っ
た
意
思
決
定
で

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る

柳や桜が川沿いを彩る温泉街を浴衣姿で歩き、7つの外湯をめぐるのが
城崎の楽しみ方。外湯が閉まる23時まで多くの商店が営業し、夜の街歩
きを楽しむ旅行者に対応しているのも特徴だ

夏に20日前後開催する花火をはじめ、街の催事
も自らの旅館の営業活動の一環だととらえている
ため、各旅館が率先して縁日運営や人員整理な
どの応援に駆け付ける
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「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」初
回

以
来
11
年
間
、
６
位
～
４
位
を
推
移
し
て

き
た
別
府
温
泉
郷
が
今
回
つ
い
に
初
の
ト

ッ
プ
３
入
り
。
も
と
も
と
国
内
で
も
知
名

度
抜
群
の
温
泉
郷
が
、
さ
ら
に
躍
進
し
た

背
景
に
は
動
画
を
発
端
と
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン「
湯
～
園
地
」の
影
響
も
大
き
い

だ
ろ
う
。
裸
に
タ
オ
ル
を
巻
い
た
人
々
が

園
内
を
歩
き
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
を

見
る
と
ゴ
ン
ド
ラ
は
な
ん
と
温
泉
の
湯
船

⋮
。
遊
園
地
な
ら
ぬ「
湯
～
園
地
」と
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
描
か
れ
た
こ
の
動
画
。
最

後
に
別
府
市
長
が
登
場
し
て「
１
０
０
万

回
再
生
を
達
成
し
た
ら
湯
～
園
地
を
実
現

さ
せ
る
」と
宣
言
す
る「
世
界
初
の
視
聴

回
数
連
動
型
公
約
ム
ー
ビ
ー
」と
い
う
仕

立
て
も
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。
２
０
１

６
年
11
月
21
日
に
Y
o
u
T
u
b
e
に
て

公
開
す
る
と
、
わ
ず
か
73
時
間
後
に
は
１

０
０
万
回
再
生
を
突
破
。
公
約
通
り
２
０

１
７
年
７
月
に
３
日
間
、
遊
園
地「
別
府

ラ
ク
テ
ン
チ
」に
温
泉
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
備
え
た
湯
～
園
地
が
誕
生
し
た
。
夢
物

語
に
思
え
た
公
約
を
現
実
の
も
の
へ
と
導

い
た
道
の
り
を
、
別
府
市
観
光
課
の
課
長

補
佐
兼
別
府
ブ
ラ
ン
ド
推
進
係
長
・
堀
景

さ
ん
に
う
か
が
っ
た
。

 

「
水（
温
泉
）と
遊
具
の
相
性
は
非
常
に
悪

い
こ
と
を
は
じ
め
、
実
現
に
は
難
題
が
多

か
っ
た
」と
い
う
堀
さ
ん
。「
そ
れ
で
も
実

現
さ
せ
る
！
」と
の
思
い
で
市
職
員
一
同

が
取
り
組
む
も
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
。

 

「
そ
ん
な
状
況
を
救
っ
た
の
が
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
。
状
況
を
見
か
ね
て
、

手
伝
う
よ
と
市
民
の
方
た
ち
が
名
乗
り
出

て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ
こ
か
ら
は
地
元
の

人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
お
か
げ
で
温
泉
の

配
管
の
手
配
か
ら
備
品
用
意
ま
で
、
ス
ム

ー
ズ
に
話
が
進
み
ま
し
た
」

　

プ
ロ
の
イ
ベ
ン
ト
業
者
に
任
せ
る
手
も

あ
っ
た
が
、
地
元
の
手
作
り
と
い
え
る
方

法
を
選
ん
だ
の
に
は
理
由
が
あ
る
。

 「
プ
ロ
任
せ
に
し
た
ら
、“
役
所
が
勝
手
に

や
っ
て
い
る
”と
い
う
印
象
に
な

り
市
民
が
置
き
去
り
に
な
る
。
そ

う
で
は
な
く
、
今
回
の
経
験
値
が

地
元
の
人
に
残
り
、
今
後
に
活
か

せ
る
形
に
し
た
か
っ
た
の
で
す
」

　

開
催
日
の
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
も
、
の
べ
約
１
２
０
０
人
が
協

力
。
暑
い
中
で
行
列
す
る
来
園
者

を
う
ち
わ
で
あ
お
ぐ
な
ど
、
自
発

的
に
考
え
た
お
も
て
な
し
を
す
る

姿
に
驚
か
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、

事
業
資
金
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
や
寄
付
と
い
う
、
市
民
参
加
型
の

手
段
で
調
達
。
動
画
再
生（
視
聴
）か
ら

資
金
調
達
、
企
画
運
営
ま
で
、
市
民
を
巻

き
込
ん
で
ゴ
ー
ル
へ
突
き
進
ん
だ
。
結
果

と
し
て
３
日
間
で
来
園
者
は
計
９
１
６
５

人
、
経
済
波
及
効
果
は
市
の
推
計
で
は
１

億
８
５
４
７
万
円
超
に
。

 

「
私
た
ち
と
し
て
は
一
時
の
経
済
効
果
よ

り
、
地
元
の
人
と
協
力
で
き
た
点
、
世
間

に
別
府
の
名
前
が
広
ま
っ
た
こ
と
が
財
産
。

多
く
の
注
目
を
集
め
た
こ
と
は
、
地
域
の

誇
り
に
も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
温
泉
と

遊
園
地
と
い
う
昔
か
ら
あ
る
も
の
で
も
、

視
点
を
変
え
る
だ
け
で
全
く
別
も
の
が
生

み
出
せ
る
と
実
感
で
き
た
の
も
収
穫
で
す
」

　

す
で
に
有
名
に
思
え
る
別
府
で
も「
世

に
名
が
出
た
」と
喜
ぶ
点
が
意
外
だ
と
伝

え
る
と
、
堀
さ
ん
は「
と
ん
で
も
な
い
、

常
に
危
機
感
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」と
話
す
。

 

「
日
本
中
に
温
泉
が
あ
る
な
か
、
別
府
の

存
在
感
を
出
す
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。“
別
府
が
ま
た
何
か
始
め
た
ぞ
”と
思

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
常
に
発
信
し
続

け
る
の
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

市
民
と
一
緒
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

大
反
響
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
にクラウドファンディングと市への直接寄付で支援総額は

8182万円に達し、8つの特製アトラクションを実現。ジェッ
トコースターはお湯ではなく温泉水の泡で満たされた。来園
者は7割近くが市外から訪れ、20代～40代が7割強

湯～園地の世界を描いた動画では、市長が足湯に
浸かりながら公約を発表。エキストラも市民が演じ
ており、総勢150人以上が協力した

夢
物
語
の
よ
う
な
動
画﹁
湯
～
園
地
﹂を

現
実
化
さ
せ
た
舞
台
裏
を
支
え
た
も
の

別府
温泉郷
大分県別府市
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注目の
温泉地の
魅力に迫る
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分析



 

「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
＋
２

ラ
ン
ク
と
な
っ
た
鬼
怒
川
温
泉
は
、「
全

国
温
泉
地
１
年
間
の
訪
問
経
験
ラ
ン
キ
ン

グ
」で
は
過
去
最
高
位
の
５
位
に
輝
い
た
。

人
気
浮
上
の
わ
け
を
探
る
と
、
い
く
つ
か

の
要
因
が
見
当
た
っ
た
。
一
つ
は
、
今
年

４
月
～
６
月
開
催
の「
栃
木
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｄ
Ｃ
）２
０

１
８
」を
控
え
、
昨
年
春
に
プ
レ
Ｄ
Ｃ
と

し
て
県
内
各
地
で
開
催
し
た
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
。
鬼
怒
川
温
泉
で
も
、「
夜
桜
と

宴
会
」を
楽
し
む
企
画
を
実
施
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
要
因
は
昨
年
３
月
、
日
光

東
照
宮
の
国
宝
・
陽
明
門
が
40
年
ぶ
り
の

大
修
理
を
経
て
公
開
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
三
猿
の
彫
刻
も
65
年
ぶ
り
の
修

復
を
終
え
、
日
光
東
照
宮
は
参
拝
客
が
激

増
。
年
間
参
拝
者
数
は
前
年
比
74
万
人
増

に
あ
た
る
２
６
７
万
人
に
達
し
た
。
日
光

東
照
宮
周
辺
の
温
泉
地
の
な
か
で
も
鬼
怒

川
温
泉
は
大
規
模
な
宿
が
多
く
、
急
増
し

た
旅
行
者
の
受
け
皿
に
な
れ
る
。
そ
し
て
、

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
周
辺
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
と
い
う
好
機
を
逃
さ
ず
、
各
宿

で
も
Ｐ
Ｒ
強
化
を
し
た
こ
と
が
今
回
の
躍

進
に
も
結
び
付
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

昨
年
８
月
に
は
東
武
鉄
道
の
下
今
市
駅

～
鬼
怒
川
温
泉
駅
で
Ｓ
Ｌ

「
大
樹
」の
運
転
が
ス
タ
ー

ト
し
、
今
春
に
は
栃
木
Ｄ

Ｃ
の
本
番
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
追
い
風
に
の
っ
て
、

さ
ら
な
る
躍
進
の
年
に
で

き
る
か
期
待
大
だ
。

 

「
全
国
温
泉
地
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
・
秘

湯
部
門
」
は
毎
回
上
位
陣
の
入
れ
替
わ
り

が
激
し
く
、
今
回
も
ト
ッ
プ
10
中
４
つ
が

新
顔
だ
。
だ
が
変
動
が
大
き
く
て
も
、
経

年
で
比
較
す
る
と
見
え
て
く
る
も
の
が
あ

る
。
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
の
訪
問
者
１
０

０
人
以
上
の
総
合
部
門
（
Ｐ
19
）
で
１
位

に
な
っ
た
高
湯
温
泉
も
、
か
つ
て
は
秘
湯

部
門
の
常
連
だ
っ
た
の
だ
。
秘
湯
部
門
を

訪
問
者
50
人
以
上
１
０
０
人
未
満
に
設
定

し
た
２
０
１
５
年
以
降
は
５
位
、
１
位
を

経
て
、
前
回
・
今
回
は
総
合
で
１
位
に
な

っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
今
回
の
秘
湯
部
門

ベ
ス
ト
10
に
も
、
総
合
部
門
の
上
位
に
な

る
有
力
候
補
が
潜
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？

　

高
湯
温
泉
は
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
（
秘

湯
部
門
ま
た
は
総
合
部
門
）
の
常
連
で
あ

り
、
か
つ
毎
回
90
％
以
上
の
満
足
度
を
獲

得
し
て
い
る
。
こ
の
条
件
に
当
て
は

ま
る
温
泉
地
を
探
す
と
、
今
回
２
位

の
九
重
“
夢
”
温
泉
郷
が
該
当
。
調

査
対
象
温
泉
地
と
し
て
初
登
場
し
た

２
０
１
６
年
以
降
、秘
湯
部
門
８
位
・

２
位
・
２
位
と
順
位
を
上
げ
て
お
り
、

総
合
部
門
へ
の
躍
進
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
秘
湯
部
門
を
訪
問
者
50
人

以
上
１
０
０
人
未
満
で
調
査
し
た
２

０
１
５
年
以
降
で
初
め
て
ラ
ン
ク
イ

ン
し
た
８
位
の
十
津
川
温
泉
も
注
目
。

旅
館
５
軒
、
民
宿
２
軒
の
み
と
い
う

秘
湯
だ
け
あ
り
訪
問
者
数
を
伸
ば
す

の
は
簡
単
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
ま
ず
は
秘
湯
部
門
の
常
連
に
な

れ
る
か
見
守
り
た
い
。

地
域
に
関
心
が
高
ま
る

チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
着
実
に
誘
客

支
持
を
得
た
地
域
の
魅
力
を
高
め
、

訪
問
者
を
増
や
し
て
躍
進
を

鬼怒川の渓谷周辺に
約50軒の宿が点在す
る関東有数の大型温
泉地。今回の全国人
気温泉地ランキング
調査対象にした栃木
県内11湯のなかでは
トップの人気

最近1年間に行って「満足した温泉地」を調査した「全国温泉地満足度ランキン
グ」のうち、1年間の訪問者50人以上100人未満に限定したランキング。

※前回順位の「New」は前回調査時にトップ10圏外だった温泉地

2
　
10
5
3
1
　
　
4

温泉地名 満足度（％） 集計
対象数

第1位

2

3

4

5

6

7

8

9

10

94.4
93.5
93.4
92.6
92.2
92.0
90.4
90.2
90.1
89.0

71
77
91
54
90
88
94
82
81
91

富山県
大分県
熊本県
北海道
長野県
熊本県
和歌山県
奈良県
長野県
秋田県

黒部峡谷温泉群
九重“夢”温泉郷
わいた温泉郷
十勝岳温泉
穂高温泉郷
小田・田の原・満願寺温泉
龍神温泉
十津川温泉
上高地温泉
秋田八幡平温泉郷

都道
府県 前回順位※

➡

扌
➡
➡
➡

➡

NEW

NEW

NEW
NEW

訪
問
経
験
調
査
で
過
去
最
高
の
順
位
に
。

人
気
を
押
し
上
げ
た
要
因
と
は
…
？

鬼怒川
温泉

栃木県日光市

満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
秘
湯
部
門
に
は

今
後
が
楽
し
み
な
有
望
株
が
潜
伏
!?

注目の
秘湯
全国各地

全国温泉地満足度 秘湯部門ベスト10
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
や
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ

ｅ
ｃ
ｈ（
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
：「
金
融
＝

F
inance

」と「
技
術
＝T

echnology

」

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
金
融
サ
ー
ビ

ス
と
情
報
技
術
を
結
び
つ
け
た
革
新
的
な

動
き
や
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
）の
進
化
か
ら
、

今
、
世
界
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
流

れ
が
加
速
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
北
欧
の

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
国
内
総
生
産
に
対
す

る
現
金
残
高
比
率
は
１
・
４
％
に
過
ぎ
ず
、

現
金
の
利
用
が
で
き
な
い
店
も
あ
る
。
ま

た
、
こ
こ
数
年
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が

飛
躍
的
に
進
ん
だ
中
国
で
は
、
屋
台
や
市

場
で
の
支
払
い
か
ら
公
共
料
金
ま
で
、
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
決
済
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
現
金
を
持

た
ず
に
生
活
で
き
る“
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

時
代
”は
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い

る
の
だ
。

　

一
方
で
、
日
本
は
世
界
的
に
見

る
と“
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
後

進
国
”だ
。
左
図
の
通
り
、
日
本

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
比
率
は

18
％
と
、
主
要
国
と
比
べ
る
と
非

常
に
低
い
水
準
に
あ
る
。『
Ｓ
ｕ

ｉ
ｃ
ａ
』や『
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
』と
い

っ
た
交
通
系
電
子
マ
ネ
ー
や
Ｅ
Ｔ

Ｃ
の
普
及
な
ど
を
は
じ
め
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
利
便
性
を
実
感

す
る
機
会
は
増
え
て
い
る
も
の
の
、

主
要
な
決
済
手
段
と
し
て
現
金
を

選
ぶ
割
合
が
ま
だ
圧
倒
的
に
多
い
。

　

観
光
庁
が
行
っ
た
外
国
人
旅
行

者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
旅
行
中
困
っ
た
こ
と
と
し
て「
ク
レ

ジ
ッ
ト
／
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
」

（
13
・
６
％
）や「
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
」（
６
・

7
％
）、「
両
替
」（
16
・
８
％
）な
ど
、“
お

金
”を
め
ぐ
る
項
目
を
挙
げ
る
旅
行
者
が

多
数
。
こ
の
傾
向
は
、
都
市
部
よ
り
も
地

方
に
顕
著
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
海
外
旅
行

先
で
、
両
替
や
小
銭
の
支
払
い
、
余
っ
た

外
貨
の
使
い
み
ち
な
ど
に
苦
労
し
た
人
は

多
い
だ
ろ
う
。
移
動
、
宿
泊
、
食
事
、
買

い
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
現
金
が

必
要
と
さ
れ
る
日
本
の
環
境
も
ま
た
、
外

国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
で
あ

り
、
こ
の
状
況
が
観
光
の
さ
ま
ざ
ま
な
局

面
で
機
会
損
失
を
招
い
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　

訪
日
外
客
数
が
３
０
０
０
万
人
目
前
と

な
り
、
彼
ら
の
旅
行
消
費
額
が
４
兆
４
１

６
１
億
円
を
超
え
た
今
、
日
本
が
観
光
立

国
と
し
て
さ
ら
に
飛
躍
す
る
た
め
に
は
、

こ
う
し
た“
負
”を
解
消
す
る
こ
と
は
大

切
な
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。
２
０
１
６
年

に
閣
議
決
定
さ
れ
た『
日
本
再
興
戦
略
』で

は
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
、
外
国
人
が
訪

れ
る
主
要
な
商
業
施
設
、
宿
泊
施
設
お
よ

び
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
お
い
て「
1
0
0
%

北欧では
現金残高比率２％!?  

中国では
屋台もモバイル決済!?

インバウンド推進に
向けて

対応が急務！

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代
が

や
っ
て
き
た

訪
日
外
客
数
が
推
計
２
８
６
９
万
人
を
超
え
、
そ
の
旅
行
消
費
額
が
４
兆
４
１
６
１
億
円
に
上
る
な
ど

観
光
立
国
の
実
現
に
向
け
て
順
調
に
拡
大
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
。

一
方
、
多
く
の
訪
日
外
国
人
が
感
じ
て
い
る
の
が
、“
お
金
”を
め
ぐ
る
不
便
さ
だ
。

世
界
中
で
着
々
と
進
行
す
る“
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代
”を
前
に
、
旅
行
業
界
が
進
む
べ
き
道
と
は
？

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進
で

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
拡
大
を

リクルートライフスタイ
ルの「Airペイ」をはじめ、
手軽に利用できる決済
サービスも増えている
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の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
対
応
」お
よ

び「
1
0
0
％
の
決
済
端
末
の
I
C
対

応
」を
実
現
す
る
た
め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
決
済
・
I
C
対
応
端
末
の
普
及
を
促

進
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費

拡
大
の
起
爆
剤
と
な
る
は
ず
だ
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
事
業
者
・

旅
行
者
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

　

さ
て
、
ひ
と
言
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
と
い
っ
て
も
、
そ
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま

だ
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
デ
ビ
ッ
ト
カ

ー
ド
、
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に

決
済
の
仕
組
み
や
利
点
が
異
な
る
の
で

「
ど
れ
に
対
応
す
れ
ば
い
い
の
？
」と
悩

ん
で
し
ま
い
が
ち
だ
。
し
か
し
、
今
は
リ

ク
ル
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の「
Ａ
ｉ
R
ペ

イ
」や
楽
天
の「
楽
天
ペ
イ
」、「
Ｓ
ｑ
ｕ
ａ

ｒ
ｅ
」な
ど
複
数
の
決
済
手
段
に
対
応
す

る
端
末
や
ア
プ
リ
が
あ
る
の
で
、
あ
ま
り

深
刻
に
考
え
る
必
要
は
な
い
。
観
光
事
業

者
と
し
て
大
切
な
の
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
に
必
要
な
コ
ス
ト（
導
入
費
用
や
決

済
手
数
料
）に
見
合
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

か
を
見
定
め
る
こ
と
だ
。
上
記
の「
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
メ
リ
ッ
ト
」の
項
に
、

旅
行
者
／
事
業
者
に
と
っ
て
の
利
点
を
ま

と
め
て
い
る
の
で
、
自
ら
の
事
業
規
模
や

地
域
の
顧
客
層
な
ど
と
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
検
討
し
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

主なキャッシュレス決済の種類としてはVisaやMastercardに代表される「クレジットカード」と
SuicaやPASMOなどの「電子マネー」、銀行口座から直接引き落とされる「デビットカード」の３種
類が挙げられる。また、近年はスマートフォン用アプリを使った決済も普及。この「アプリ決済」に
はプリペイド式やクレジットカードや銀行口座と紐付けて利用するものなどさまざまな種類がある

 種類
クレジットカード
電子マネー

デビットカード
アプリ決済

※上記の「支払いのタイミング」は代表的な使用例。複数の支払い方式を選べるサービスもあります。

支払いのタイミング
後払い
前払い
後払い
即時払い
前払い
即時払い
後払い

代表的なサービス
Visa、Mastercard、JCB、AMEX、Diners、銀聯
Suica、PASMO、nanaco、Waon
iD、QUICPay、PiTaPa
各銀行が展開
LINE Pay
Alipay、WeChat Pay
Origami Pay、楽天ペイ、Apple Pay

使い慣れない日本円のやり取りを必要としな
いため、円滑にモノやサービスを購入するこ
とができることが最大のメリット。また、両
替やATMにかかる手数料や時間を節約でき
ることもポイント。小銭を大量に持ち運ぶ必
要もなく、旅行後に消費金額を把握すること
も容易となる

「現金不足による購入の断念」などの機会損
失を防ぐことができることや、会計に必要な
時間や人手の節約ができることが大きなメリッ
ト。また、顧客体験が向上するため施設のフ
ァンが増えることや、販売データを集計し、マ
ーケティングに活かすことができることなども
利点のひとつである

外国人旅行者のメリット

事業者のメリット

キャッシュレス化の
メリットとは

キャッシュレス決済の種類

多言語によるコミュニケーションや通信といった課題に次いで、両替をはじめとする決済面での不
便さが、外国人旅行者の負担となっている

出典：観光庁『訪日外国人旅行者の国内における受入環境整備に関するアンケート』

治安の良さや偽札の少なさ、現金取引を前提とし
た独自の商習慣などさまざまな要因から、日本は
世界でも際立った“キャッシュレス後進国”となって
いる。

日本

韓国

中国

米国

各国のキャッシュレス決済比率（2015年）

出典：経済産業省『FinTech ビジョン』より

0 50（%）25

18

54

55

41

日本のキャッシュレス化の現状

0

無料公衆無線LAN環境
SIMカードの購入

モバイルWi-Fiルーターのレンタル
クレジット／デビットカードの利用

ATMの利用
両替

多言語表示の少なさ・わかりにくさ（観光案内板・地図等）
施設等のスタッフとのコミュニケーションがとれない

入国手続き
公共交通の利用

鉄道の割引きっぷ
災害、けが・病気の際の医療機関、海外旅行保険

観光案内所の利用や観光地での案内
宿泊施設や空港などへの荷物の配送サービス

飲食店、宿泊施設の情報の入手・予約
観光地におけるツアー、旅行商品（情報入手、種類等）

トイレの利用・場所・設備
その他

困ったことはなかった
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訪日外国人が旅行中に困ったこと（複数回答） 
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２
０
１
７
年
４
月
に
国
連
の「
ベ
タ

ー
・
ザ
ン
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」

が
行
っ
た
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
２
０
１

６
年
の
中
国
の
モ
バ
イ
ル
決
済
額
は
お
よ

そ
３
兆
ド
ル
に
達
し
、
過
去
４
年
間
で
約

20
倍
の
規
模
に
成
長
し
た
と
い
う
。
今
や

モ
バ
イ
ル
決
済
の
分
野
で
世
界
を
リ
ー
ド

す
る
中
国
で
、
最
大
手
の
サ
ー
ビ
ス
が

「
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー
プ
」の
関
連
会
社「
ア

ン
ト 

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
」が
手
掛
け
る
決

済
サ
ー
ビ
ス「
Ａ
ｌ
ｉ
ｐ
ａ
ｙ
（
以
下
、

ア
リ
ペ
イ
）」だ
。

 

「『
ア
リ
ペ
イ
』の
ユ
ー
ザ
ー
数
は
現
在

５
・
２
億
人
ほ
ど
で
、
決
済
総
額
は
こ
こ

4
年
間
毎
年
3
倍
ほ
ど
の
伸
び
率
を
続
け

て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
も
と
も
と

２
０
０
１
年
に
電
子
商
取
引
用
の
決
済
ツ

ー
ル
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
２

０
０
９
年
に
は
タ
ク
シ
ー
の
配
車
・
決
済

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。
対
面
決
済
ツ
ー
ル
と

し
て
も
幅
広
く
普
及
す
る
よ
う
に
な
り
ま

一
度
使
っ
た
ら
手
放
せ
な
い

圧
倒
的
な
利
便
性
で
拡
大

出典：国連 BETTER THAN CASH 
ALLIANCE『Social Networks , 
e-Commerce Platforms, and the 
G row th o f D ig i t a l Paymen t 
Ecosystems in China: What it 
Means for Other Countries』

現金を持たずに
生活も可能？

China Report

中
国
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は

こ
こ
ま
で
進
化
し
て
い
る

日
本
を
訪
れ
る
中
国
人
は
年
間
７
０
０
万
人
以
上
で
、
そ
の
旅
行
消
費
額
は
約
１
兆
７
０
０
０
億
円
。

日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
と
っ
て
最
大
の“
お
得
意
様
”と
も
い
え
る
中
国
で
は
、

今
、
爆
発
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
決
済
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
進
ん
で
い
る
。

中
国
最
大
の
モ
バ
イ
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス「
Ａ
ｌ
ｉ
ｐ
ａ
ｙ
（
ア
リ
ペ
イ
）」を
取
材
し
た
。

中国のモバイル決済市場では「アント 
フィナンシャル」が展開する「Alipay

（アリペイ）」とSNSアプリ「WeChat
（ウィーチャット）」を手掛ける「テンセ
ント」の決済アプリ「WeChat Pay（ウ
ィーチャットペイ）」が２大サービス。
いずれもQRコード等を用いたモバイ
ル決済で、決済を中心にさまざまな
サービスを展開する独自のエコシステ
ムを築いている

Alipay

WeChat

Others

中国のモバイル決済額の推移（単位：10億ドル）

クレジットカードに比べて決済手数料が低いこともモバイル決済普及の要因

2012 2013 2014 2015 2016

0
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アント フィナンシャル ジャパン
執行役員

陳 清揚さん



し
た
。
現
在
で
は
日
用
品
の
支
払
い
は
も

ち
ろ
ん
、
鉄
道
や
公
共
料
金
の
支
払
い
、

車
の
反
則
金
…
…
な
ど
、
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
シ
ー
ン
で
使
え
る
決
済
ア
プ
リ
と
し
て

浸
透
し
て
い
ま
す
」と
は「
ア
ン
ト 

フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル 

ジ
ャ
パ
ン
」執
行
役
員
の
陳

清
揚
さ
ん
。

 

「
ア
リ
ペ
イ
」の
最
大
の
特
長
は
圧
倒
的

な
使
い
勝
手
の
良
さ
に
あ
る
。
決
済
方
法

は
至
っ
て
簡
単
で
、
た
と
え
ば
何
か
モ
ノ

を
買
う
場
合
、
消
費
者
は
銀
行
口
座
と
紐

付
け
ら
れ
た「
ア
リ
ペ
イ
」ア
プ
リ
を
立

ち
上
げ
て
自
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
表
示
す

る
。
そ
し
て
、
店
が
そ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
込
む
だ
け
で
決
済
デ
ー
タ
が「
ア
リ

ペ
イ
」に
送
信
さ
れ
、
瞬
時
に
支
払
い
が

完
了
す
る（
店
側
が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
表
示

す
る
決
済
方
法
も
選
択
で
き
る
）。
財
布

か
ら
小
銭
を
出
す
手
間
も
釣
り
銭
を
受
け

取
る
必
要
も
な
く
、
一
連
の
流
れ
が
実
に

ス
ム
ー
ズ
な
の
だ
。

 

「
日
本
と
同
様
、
中
国
で
も
多
く
の
人
に

と
っ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
も
は
や
必
需

品
で
す
。
大
き
な
財
布
を
持
つ
こ
と
も
な

く
す
べ
て
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
完
結
す

る
快
適
さ
を
体
験
す
る
と
、
も
う
昔
の
ス

タ
イ
ル
に
は
戻
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
や
旅
行
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

資
産
運
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を

実
装
す
る『
ア
リ
ペ
イ
』は
、
も
は
や
決

済
ア
プ
リ
と
い
う
よ
り
も
生
活
ア
プ
リ
と

し
て
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
、
特
に

北
京
や
上
海
、
深
圳
、
杭
州
な
ど
の
大
都

市
で
は
、『
ア
リ
ペ
イ
』だ
け
で
生
活
す
る

人
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。
私
自
身
も

度
々
中
国
出
張
に
行
き
ま
す
が
、
こ
の
40

日
ほ
ど
は
現
金
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
」

　

海
外
旅
行
者
の
多
い
大
都
市
部
を
中
心

に
、
中
国
全
土
で
５
・
２
億
人
も
の
人
々

が
利
用
す
る「
ア
リ
ペ
イ
」は
、
世
界
各

国
の
２
０
０
以
上
の
都
市
で
使
え
る
グ
ロ

ー
バ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
。
も
ち
ろ
ん
日
本
で

も
羽
田
空
港
や
成
田
国
際
空
港
、
中
部
国

際
空
港
、
関
西
国
際
空
港
な
ど
の
主
要
空

港
を
は
じ
め
、
ロ
ー
ソ
ン
や
ビ
ッ
ク
カ
メ

ラ
な
ど
の
大
企
業
、
さ
ら
に
は
浅
草
の
人

力
車
や
築
地
の
海
鮮
丼
専
門
店
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
既
存
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
端
末
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
で
き
る
た
め
導
入
コ

ス
ト
が
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
な
い
こ
と
も
加

盟
店
の
増
加
を
後
押
し
し
て
い
る
。

 

「
日
本
を
訪
れ
る
旅
行
者
は
年
々
増
加
し
、

な
か
に
は
２
度
目
、
３
度
目
の
訪
日
と
い

う
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
日

本
の
よ
り
デ
ィ
ー
プ
な
地
域
を
観
光
し
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
場
所

に
も
拡
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
連
動
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

旅
行
者
の
近
く
に
あ
る
加
盟
店
の
店
舗
情

報
や
ク
チ
コ
ミ
情
報
が
発
信
さ
れ
る
こ
と

も「
ア
リ
ペ
イ
」の
特
長
。
決
済
の
効
率

化
だ
け
で
な
く
、
中
国
人
旅
行
者
を
呼
び

込
む
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー
ル
と

し
て
の
可
能
性
も
見
逃
せ
な
い
。

中
国
人
旅
行
者
を
呼
び
込
む

集
客
ツ
ー
ル
と
し
て
の
可
能
性

事前に「アリペイ」専用の口座に入金して
使用できるほか、銀行口座やクレジット
カードと紐付けて使用することも可能。

「アリペイ」の使用は原則的に中国国内
の銀行口座が必要。現在、「アント フィ
ナンシャル」はインドやタイ、韓国など７
カ国で現地のパートナー企業と連携し、
同様のプラットフォームを展開する

「『アリペイ』での決済額の増加は、少なく
とも今後2～3年は年3倍ほどのペースで続
くと考えています」と陳さんは話す

（人）
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中国からの訪日客数の推移（2003年～2017年）
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QRコードを使った対面決済の一例

消費者 事業者

❷QRコードを読み込む

❸決済データを
　送信❹両者に決済結果が

通知される

❶QRコードを提示

出典：日本政府観光局（JNTO）※2017年は推計値
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２
０
２
０
年
に
向
け
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
の
利
用
環
境
整
備
な
ど
が
進
む
な
か
、

い
ち
早
く
モ
バ
イ
ル
決
済
へ
の
対
応
に
取

り
組
む
地
域
も
現
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば

瀬
戸
内
周
辺
７
県
の
観
光
地
経
営
を
支
援

す
る「
せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」は
、
リ
ク
ル

ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
連
携
し
た「
ア

リ
ペ
イ
」の
導
入
支
援
施
策
を
開
始
。
現

在
８
０
０
社
ほ
ど
あ
る
会
員
事
業
者
を
対

象
に
、
加
入
手
続
き
や
使
用
方
法
の
説
明

な
ど
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

 

「
こ
れ
ま
で
各
事
業
者
の
自
助
努
力
で
行

わ
れ
て
き
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
で
す
が
、

小
さ
な
事
業
者
も
多
い
た
め
な
か
な
か
難

し
い
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の

観
光
サ
ー
ビ
ス
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、『
ア
リ
ペ

イ
』な
ど
の
モ
バ
イ
ル
決
済
に
対
応
で
き

る『
モ
バ
イ
ル
決
済
ｆ
ｏ
ｒ
Ａ
ｉ
ｒ
レ
ジ
』

の
導
入
支
援
を
始
め
て
い
ま
す
」と
は
、

せ
と
う
ち
観
光
推
進
機
構
の
エ
グ
ゼ
ク
テ

ィ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
舘
博
哉
さ
ん
。

　

ま
た
、
数
多
く
の
訪
日
外
国
人
が
訪
れ

る
富
士
山
の
麓
に
位
置
す
る
山
梨
県
富
士

吉
田
市
で
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
へ
の

取
り
組
み
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

 

「
現
在
、『
ア
リ
ペ
イ
』
や『
L
I
N
E 

P
a
y（
ラ
イ
ン 

ペ
イ
）』な
ど
の
決
済

が
可
能
な『
モ
バ
イ
ル
決
済
ｆ
ｏ
ｒ
Ａ
ｉ

ｒ
レ
ジ
』と
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ー
ド
決
済
に

対
応
す
る『
Ａ
ｉ
ｒ
ペ
イ
』が
イ
ン
ス
ト

ー
ル
さ
れ
た
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
市
内
の
１
０
０

事
業
者
に
向
け
て
無
料
で
貸
し
出
す
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
可
能
な
店
舗
が
多
い
地

域
と
し
て
認
知
さ
れ
、
訪
日

観
光
客
を
含
む
観
光
消
費
と

一
般
消
費
を
喚
起
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
」と
富
士
吉
田
市

産
業
観
光
部
富
士
山
課
主
幹

の
桑
原
直
之
さ
ん
は
話
す
。

　

同
施
策
の
対
象
と
し
て
検
討
し
て
い
る

の
が
、
市
内
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
中
心
と

し
た
宿
泊
施
設
や
タ
ク
シ
ー
、
富
士
山
五

合
目
の
売
店
や
山
小
屋
、
神
社
、
市
立
病

院
な
ど
だ
と
い
う
。

 

「
旅
行
の
利
便
性
を
向
上
す
る
と
同
時
に
、

神
社
の
お
み
く
じ
を
モ
バ
イ
ル
決
済
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
話
題
性
の

創
出
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
病
院

で
の
利
用
は
、
保
険
未
加
入
の
旅
行
者
が

病
院
を
利
用
す
る
際
の
問
題
解
決
の
一
助

と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

地
域
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
見
据
え

モ
バ
イ
ル
決
済
導
入
を
支
援
す
る

「
せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
や「
富
士
吉
田
市
」
で

ア
リ
ペ
イ
対
応
を
は
じ
め
と
す
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
推
進
へ
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト「せとうちDMO」では数多くの支援策のひとつ

として「アリペイ」の導入を開始した

リクルートライフスタイルが提供するiOS向
けのアプリで、2018年1月時点で訪日中国
人を対象とした「Alipay」や国内で幅広く使用
される「LINE Pay」、仮想通貨「Bitcoin」で
の決済に対応。iPhoneやiPadにインストー
ルするだけで上記のモバイル決済が可能とな
る。導入費用や月額の利用料は無料。決済
手数料のみで利用できる。airregi.jp/mp/

モバイル決済for 
Airレジとは

キャッシュレスへの
対応を始めた
地域も続 ！々

Japan Report

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代
に
向
け
て

観
光
業
界
が
す
る
べ
き
こ
と

諸
外
国
に
比
べ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
遅
れ
る
日
本
だ
が

新
た
な
時
代
に
対
応
す
べ
く
、
取
り
組
み
を
始
め
た
地
域
も
あ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
見
据
え
た
各
地
の“
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
”の
動
き
と

金
融
の
専
門
家
か
ら
見
た
観
光
業
界
の
課
題
と
今
後
を
紹
介
す
る
。
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
は
数
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
観
光
業
界
に
お
い
て

は“
顧
客
体
験
”の
向
上
が
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と『
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
リ
ー
経

済 

日
本
活
性
化
の
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
戦

略
』の
著
者
・
淵
田
康
之
さ
ん
は
話
す
。

 

「
近
年“
モ
ノ
消
費
か
ら
コ
ト
消
費
へ
”

と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
言
葉

だ
け
で
考
え
る
と
、
モ
ノ
を
買
う
よ
り
も

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
体
験
す
る
こ
と
に
価
値

が
あ
る
と
捉
え
が
ち
で
す
が
、“
モ
ノ
を

買
う
”と
い
う
行
為
自
体
が
ひ
と
つ
の

“
コ
ト
”。
気
に
な
る
お
店
に
入
っ
て
、
良

い
モ
ノ
を
見
つ
け
、
買
う
。
旅
行
者
は
、

そ
の
一
連
の
体
験
を
楽
し
ん
で
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
お
金
を
払
う
と
い

う
行
為
は
、
本
来
愉
快
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
決
済
時
に
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
ず
に
済
む
環
境
を
作
る
こ
と

が
、
日
本
を
訪
れ
る
旅
行
者
の“
顧
客
体

験
”の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
す
」

　

日
本
は“
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
後
進

国
”。
特
に
地
方
の
観
光
地
で
は
、
ま
だ

ま
だ
現
金
オ
ン
リ
ー
の
小
さ
な
店
も
多
い
。

ま
ず
は
、
何
か
ら
取
り
組
む
べ
き
か
。

 

「
現
状
の
課
題
で
言
え
ば
、
ま
ず
は
国
際

ブ
ラ
ン
ド
の
決
済
に
対
応
す
る
こ
と
。
ま

た
、
中
国
人
旅
行
者
が
多
い
で
す
か
ら

『
銀
聯
』や『
ア
リ
ペ
イ
』、『
ウ
ィ
ー
チ
ャ

ッ
ト
ペ
イ
』も
使
え
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
ね
。
た
だ
、
今
後
は
複
数
の
ブ
ラ
ン
ド

の
決
済
に
対
応
す
る
端
末
や
ア
プ
リ
が
普

及
し
て
い
く
の
で
、
個
々
の
事
業
者
と
し

て
は
あ
ま
り
意
識
す
る
必
要
が
な
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
大
切
な
こ
と

は
、“
点
”で
は
な
く“
面
”で
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
。
買

い
物
、
食
事
、
宿
泊
、
交
通
…
…
。
外
国

人
旅
行
者
が
日
本
に
来
て
か
ら
帰
る
ま
で

の
決
済
体
験
を
、
い
か
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
で
完
結
で
き
る
か
が
重
要
で
す
」

　

入
国
か
ら
帰
国
ま
で
の
導
線
を
考
え
た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
。
そ
の
た
め
の
課

題
は
ま
だ
ま
だ
多
い
と
い
う
。

 「
た
と
え
ば
公
共
交
通
の
場
合
、『
Ｓ
ｕ
ｉ

ｃ
ａ
』を
は
じ
め
と
す
る
ク
ロ
ー
ズ
ド
な

交
通
系
電
子
マ
ネ
ー
は
外
国
人
旅
行
者
に

と
っ
て
使
い
に
く
い
で
す
よ
ね
。
発
行
の

手
間
が
か
か
る
上
に
、
使
用
で
き
る
地
域

が
限
ら
れ
ま
す
か
ら
。
か
つ
て
ロ
ン
ド
ン

交
通
局
で
も
同
様
の
電
子
マ
ネ
ー
し
か
採

用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在
は
大

手
国
際
ブ
ラ
ン
ド
加
入
者
で
あ
れ
ば
、
外

国
人
旅
行
者
も
自
国
で
い
つ
も
利
用
す
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
カ
ー
ド
を
か
ざ
す
だ

け
で
バ
ス
や
地
下
鉄
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用

で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
日
本
の
す
べ
て
の
駅
の

改
札
を
変
更
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

各
駅
に
ひ
と
つ
く
ら
い
外
国
人
が
手
軽
に

使
え
る
改
札
を
作
る
工
夫
が
あ
っ
て
も
よ

い
と
思
い
ま
す
」

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を“
点
”で
は
な

く“
面
”で
捉
え
る
た
め
に
地
域
単
位
で

で
き
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

 

「
日
本
の
観
光
地
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
観
光

情
報
サ
イ
ト
が
あ
り
、
現
在
は
サ
イ
ト
上

で
食
事
や
土
産
、
観
光
施
設
、
宿
泊
施
設

な
ど
の
情
報
発
信
を
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
観
光
サ
イ
ト
を
電
子
商
取
引
や

決
済
機
能
付
き
の
ア
プ
リ
に
す
れ
ば
、
地

域
全
体
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
大
き
く

進
む
で
し
ょ
う
。
旅
行
者
は
サ
イ
ト
上
か

ら
事
前
決
済
も
で
き
ま
す
し
、
実
店
舗
で

の
対
面
決
済
時
に
使
う
こ
と
も
で
き
る
。

地
域
で
統
一
さ
れ
た
決
済
手
段
を
持
つ
こ

と
は
、
旅
行
者
の
利
便
性
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

日
本
は“
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
後
進

国
”で
あ
る
が
故
に
、
課
題
を
克
服
し
た

と
き
に
享
受
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い

と
淵
田
さ
ん
は
言
う
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消

費
が
順
調
に
拡
大
す
る
今
こ
そ
、
真
剣
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
と
向
き
合
う
タ
イ
ミ

ン
グ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が

“
顧
客
体
験
”の
向
上
を
生
む

金
融
・
決
済
の
専
門
家
に
取
材
！

日
本
の
観
光
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
と

ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
べ
き
か

『キャッシュフリー経済 
日本活性化のFinTech戦略』
著／淵田康之
日本経済新聞出版社  3,024円

野村資本市場研究所 研究理事

淵田康之さん
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そ
う
。一
方
で
多
数
の
支
援
者
や
支
援
金
が

集
ま
る
例
も
。成
否
の
カ
ギ
は
何
だ
ろ
う
か
。

 

「
一
つ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
を
公
開

す
る
専
用
ペ
ー
ジ
の
質
。
写
真
や
動
画
も

使
っ
て
見
や
す
く
、
内
容
が
伝
わ
り
や
す

い
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
、
開
始
３
日

間
で
目
標
金
額
の
２
割
が
集
ま
る
と
成
功

す
る
傾
向
が
あ
り
、
最
初
が
肝
心
。
事
前

に
根
回
し
を
し
て
、
公
開
直
後
に
友
人
知

人
か
ら
支
援
が
集
ま
れ
ば
、
そ
れ
を
見
た

無
関
係
の
人
も〝
も
う
こ
ん
な
に
支
援
者

が
い
る
な
ら
信
用
で
き
る
な
〞と
支
援
に

対
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
ま
す
。
本
当

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
す
る
か
、
特
典

不
履
行
は
な
い
か
な
ど
の
不
安
が
あ
る
と
、

支
援
に
踏
み
切
れ
ま
せ
ん
。
信
用
が
な
い

と
支
援
は
さ
れ
な
い
の
で
す
。
そ
も
そ
も

関
係
者
さ
え
支
援
さ
れ
な
い
よ
う
で
は
、

内
容
の
練
り
直
し
が
必
要
と
言
え
ま
す
」

　

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
拡
散
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。
信

用
力
や
情
報
拡
散
力
が
カ
ギ
を
握
る
な
ら
、

有
名
人
ば
か
り
成
功
す
る
か
と
い
う
と
そ

う
と
も
限
ら
な
い
。
芸
能
人
で
も
失
敗
す

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
無
名
な
が
ら
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
醸
造
所
設
立
に
向
け
て
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
公
開
し
、
１
カ
月
半
で
２
４
９

５
万
円
超
の
支
援
金
を
集
め
た
事
例
も
。

こ
の
事
例
の
勝
因
の
一
つ
は
、
情
報
公
開

ペ
ー
ジ
に
ビ
ー
ル
業
界
の
仲
間
た
ち
に
よ

る
応
援
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
た
こ
と
だ
。

同
業
他
社
の
仲
間
が
多
数
推
薦
し
て
い
る

こ
と
が
起
案
者
に
対
す
る
信
用
度
を
高
め
、

推
薦
人
に
よ
る
支
援
に
加
え
て
彼
ら
に
よ

る
情
報
拡
散
力
も
後
押
し
に
な
っ
た
。

 

「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
お
祭
り

の
よ
う
な
も
の
。
ど
れ
だ
け
の
人
を
巻
き

込
み
、
多
く
の
人
の〝
自
分
ゴ
ト
〞に
で
き

る
か
が
重
要
で
し
ょ
う
」

　

楽
々
と
資
金
調
達
で
き
る
手
段
と
は
言

え
な
い
が
、
得
る
も
の
も
大
き
い
。
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
Ｐ
Ｒ
の
他
、
新
規
フ

ァ
ン
の
掘
り
起
こ
し
も
可
能
だ
。

 

「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
開
業
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
通
常
お
金
を
払
っ
て
や
っ
て
も

ら
う
ペ
ン
キ
塗
り
を
特
典
に
設
定
し
、
非

日
常
的
な
体
験
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
開
業
前
か
ら
か
か
わ
る
こ
と

で
、
そ
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
愛
着
を
持
っ

た
顧
客
も
生
み
出
せ
る
。
こ
こ
が
通
常
の

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
と
の
違
い
で
し
ょ
う
」

　

年
代
や
性
別
と
い
っ
た
支
援
者
の
デ
ー

タ
も
得
ら
れ
る
た
め
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調

査
の
ツ
ー
ル
に
も
な
る
。
支
援
金
と
特
典

（
商
品
）の
関
係
を
受
注
生
産
の
一
種
と
考

え
れ
ば
、
在
庫
リ
ス
ク
を
負
わ
ず
に
、
支

援
者
数
か
ら
人
気
が
あ
る
商
品
の
傾
向
を

探
る
場
と
し
て
も
活
用
可
能
だ
。

 

「
廃
業
の
危
機
に
あ
る
老
舗
の
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
人
助
け
に
も
活
用
で
き
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
の
浸

透
度
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
誰
で
も
声
を

上
げ
ら
れ
る
場
で
あ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
も
っ
と
広
め
た
い
で
す
ね
」

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
扱
う
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
の
日
本
に
お
け
る
草
分
け
的

存
在
に
C
A
M
P
F
I
R
E（
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
）が
あ
る
。
２
０
１
１
年
に

誕
生
し
た
同
社
で
は
、
い
ま
や
月
に
約
６

０
０
件
も
の
新
規
企
画
が
始
動
。
法
人
・

個
人
を
問
わ
ず
に
事
業
資
金
が
得
ら
れ
る

手
段
と
し
て
広
ま
り
、
別
府
市
な
ど
自
治

体
の
成
功
例
も
あ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
だ
が
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
サ
イ
ト

で
公
開
す
れ
ば
自
動
的
に
資
金
が
集
ま
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
同
社
広
報
・

た
け
べ
さ
ん
。
１
円
も
支
援
金
が
集
ま
ら

ず
募
集
期
間
終
了
を
迎
え
る
も
の
も
あ
る

他業界から学ぶ
戦略・戦術のヒント
旅行・観光業以外の業界のマーケティング事例や

調査データから、
PDCAサイクルを実現するヒントを探る

MarketingCrossing

8Vol.

資
金
調
達
に
Ｐ
Ｒ
、
市
場
調
査
…
、

使
い
方
次
第
で
広
が
る
可
能
性

資
金
調
達
に
留
ま
ら
な
い
利
点
が
多
数

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
イ
ロ
ハ
を
学
ぶ

新
規
事
業
を
始
め
る
際
、
課
題
の
一
つ
と
な
る
の
が
資
金
調
達
。
そ
の
新
た
な
手
法
と
し
て
近
年
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が

注
目
を
集
め
て
い
る
。
昨
年
は
１
億
円
超
の
支
援
金
を
集
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
誕
生
す
る
な
ど
、
市
場
規
模
は
年
々
拡
大
。

今
後
も
成
長
が
予
想
さ
れ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み
や
利
点
な
ど
基
礎
か
ら
お
さ
ら
い
し
よ
う
。

●取材協力

株式会社CAMPFIRE  広報
たけべともこさん
国内2社目のクラウドファンデ
ィング事業者として2011年に
設立したCAMPFIREに2016
年入社。同社を利用してクラウ
ドファンディングを行ったこと
が縁で入社した。
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 盗難被害者が起案。支援金は
 1カ月ほどで目標の3倍に！
機材車の盗難被害に遭ったアーティスト「Sissy」
が、車や楽器を購入する資金を募った。目標
金額の100万円は初日に達成し、募集期間の
6週間で支援総額は320万円超に。リターン
はCDやライブのバックステージ見学権など。

 ホームレスが結婚式資金を募り、
 見事160万円超を達成
「ホームレス芸人」の小谷さんが結婚式費用を
募集。1日50円で何でも手助けする活動を続
けており、そこで培った信用や支援者がクラ
ウドファンディングも後押し。これまで10回の
プロジェクトを成功させている。

運営元

インターネットを通してクリエイターや起業家が不特定多数の人か
ら資金を募るシステム。群衆（crowd）と資金調達（funding）を
組み合わせた造語。大別して次の3タイプがある。

①「購入型」支援のお返しにモノやサービスなどの特典（リターン）
がある　②「寄付型」特典がなく純粋に支援金を募るもの　③「投
資型（融資型）」プロジェクトの利益から配当金を渡すもの

クラウドファンディングって？

事例3 

事例4 

支援金3000円で畑のお手伝い権（1回分）、5000円で収穫祭ご招待、3万円で畑1区画1年間使用権…など
起案者が自由に設定。

プロジェクト例
「東京に巨大農園を
作りたい！」
目標金額：300万円、
募集期間：4月1日～5月15日

プロジェクト掲載ページやリ
ターンの内容などにアドバイス
し、支援が集まりやすいよう
にお手伝い。

「All-or-Nothing方式」で目
標金額に達しなかった場合は
手数料不要。

手数料

サポート サポート

目標金額を達成した場合のみ支援金を受け取れる「All-or-
Nothing方式」か、目標金額を達成せずに終了してもプロ
ジェクトの実行が確約できるならば集まった分だけ支援
金を受け取れる「All-in方式」を起案者が選択。

成功の秘訣は3分の1ルール。支援金額の内
訳が身近な人、その周囲の人、まったく知ら
ない人で3分の1ずつになることを目指す。身
近な人から3分の1を集める見込みが立たない
なら目標金額が高すぎる。

起案者は約８割が個人、約２割が企業。
起案者の拠点は約８割が東京。

CAMPFIREが扱った
累計プロジェクト数は約1万件、
支援者数約40万人、
支援金総額は約40億円！

「購入型」の仕組み
※CAMPFIREの場合

CAMPFIREの事例から見るクラウドファンディングのイロハ

支援者 起案者

資金提供資金提供

目標達成後、リターンが実行
されない場合に支援金の最大
8割を返金する「クラウドファ
ンディング保険」を用意。

リターン

仲介

大成功の要因分析 「盗難被害者」である点が「助
けてあげたい」という気持ちを誘い、281人の支
援者を集めることにつながった。

 これまでの1プロジェクト
 最高支援者数は6257人！
タレント・西野亮廣さん起案のプロジェクト。
自作の絵本原画を使った個展を入場無料で開
催するための資金を募集したところ、これま
でで最多の支援者が２カ月弱で集まった。

事例1 

大成功の要因分析 「入場無料にしたい」という他
人のためになる動機を多くの人が支持。これと
は反対に、私利私欲のためのプロジェクトには
賛同する支援者が集まらない傾向がある。

 最高支援金額となった
 約7800万円を集めたのは
 アニメ企画
アニメやゲームを制作・販売する株式会社ビジ
ュアルアーツが、ゲーム作品のアニメ化を目指
して起案。支援金額3000万円達成でアニメ
ビデオ化、6000万円で劇場アニメ化と、達
成金額に応じて実行内容を変える「ストレッチ
ゴール」方式を採用。

事例2 

大成功の要因分析 支援を声優が喜ぶ様子など
を生配信し、支援者に臨場感をもたせて「仲間」
に巻き込んだ。「ストレッチゴール」方式の導入に
より支援者の関心・支援意欲が持続する効果も。

大成功の要因分析 人助け活動で助けられた人の
恩返しや、活動を通して培った起案者に対する
信頼感が支援を呼び寄せる結果に。

開始3日間で目標金額の２割を
集められたら９割が成功する。
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１
泊
２
日
で
30
万
円
以
上
の
価
格
設

定
で
あ
り
な
が
ら
、
予
約
が
取
れ
な
い

と
話
題
の
豪
華
寝
台
列
車
『
な
な
つ

星
』。
水
戸
岡
氏
は
そ
の
『
な
な
つ
星
』

を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
車
両
デ
ザ
イ

ン
を
30
年
に
わ
た
っ
て
手
掛
け
て
き
た
。

 

「
な
ぜ
支
持
さ
れ
る
か
は
結
局
は
わ
か

ら
な
い
の
で
、
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
誰
も
や
っ
て
い

な
い
こ
と
を
や
る
。
他
が
や
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
利
益
率
が
下
が
る

か
、
能
力
が
必
要
か
、
何
ら
か
の
理
由

が
あ
る
は
ず
で
、
問
題
は
自
分
た
ち
は

ど
こ
ま
で
や
る
の
か
と
い
う
こ
と
。
そ

れ
が
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と
い
う
こ
と
で
す
」

　

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
作
る
の
に
「
と
て

つ
も
な
い
発
明
」
は
必
要
な
い
と
水
戸

岡
氏
は
考
え
る
。
心
が
け
て
い
る
の
は
、

日
常
の
出
来
事
の
中
で
人
が
忘
れ
て
い

る
も
の
、
見
逃
し
て
い
る
も
の
を
探
す

こ
と
だ
。

 

「
だ
か
ら
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
な
ら
何
と
か

作
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と（
笑
）。そ
し

て
、
小
さ
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
が
積
み
重

な
れ
ば
も
し
か
し
た
ら
そ
れ
が
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
き

る
こ
と
は
人
の
何
倍
も
時
間
を
か
け
、

価値と感動を生み出す人に
インタビュー

手掛けた列車はヒット続き。オンリーワンを生み出すデザイナーの言葉が示すデザインの本質とは？
人を動かすプロジェクトを指揮するすべてのリーダーに向けたメッセージ。

デ
ザ
イ
ン
は
色
・
形
で
は
な
く

考
え
方
を
視
覚
化
す
る
力
の
こ
と
。

リ
ー
ダ
ー
の『
思
い
』な
し
に
は

我
々
は
デ
ザ
イ
ン
は
で
き
ま
せ
ん
。

写真＝佐藤兼永

デ
ザ
イ
ン
の
力
で
楽
し
さ
を
作
る

現
代
日
本
が
誇
る
観
光
列
車
の
父

デ
ザ
イ
ナ
ー

水
戸
岡
鋭
治

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」は

時
間
と
手
間
暇
か
ら
生
ま
れ
る

Eiji M
Itooka

42
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手
間
暇
を
か
け
る
こ
と
だ
け
で
す
」

　
「
人
が
見
逃
し
て
い
る
も
の
」の
多
く

は「
非
常
識
」の
中
に
あ
る
と
い
う
。確

か
に
水
戸
岡
氏
の
手
掛
け
た
列
車
は
非

常
識
の
塊
だ
。
車
両
に
ガ
ラ
ス
を
使
う

こ
と
、
床
に
木
を
使
う
こ
と
、
汚
れ
が

目
立
つ
黒
を
座
席
に
使
う
こ
と
。
全
て

鉄
道
の
プ
ロ
に
と
っ
て
は
非
常
識
。
作

る
の
に
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
も
コ
ス
ト

が
か
か
る
か
ら
だ
。
使
う
側
は
そ
の
ほ

う
が
嬉
し
い
の
に
、
誰
も
が
や
ら
な
か

っ
た
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。

 

「
で
も
、
そ
の
非
常
識
を
常
識
に
す
る

の
が
僕
ら
の
仕
事
。『
何
か
方
法
が
な
い

か
』
と
本
気
で
考
え
る
と
、
意
外
と
で

き
る
も
の
な
ん
で
す
」

　

た
だ
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
で
き
る
こ
と

は
そ
こ
ま
で
だ
。

 

「
多
く
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
何
か
し
ら

新
し
い
提
案
を
し
て
い
る
。し
か
し
、受

け
入
れ
る
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
く
て
は
実

現
は
し
ま
せ
ん
。
リ
ー
ダ
ー
が
人
よ
り

高
い
視
点
で
物
事
を
見
渡
し
、
問
題
点

を
整
理
し
て
道
を
作
っ
て
く
れ
る
か
ら

こ
そ
、
素
人
目
線
の
僕
ら
で
も
思
い
き

り
走
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
」

　

そ
う
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
と
水
戸

岡
氏
が
考
え
る
の
が
、『
な
な
つ
星
』を

世
に
出
し
た
Ｊ
Ｒ
九
州
の
４
代
目
社
長
、

唐
池
恒
二
氏
だ
。

 「
多
く
の
人
が
使
う
も
の
は『
美
し
い
』

よ
り
『
楽
し
い
』
が
重
要
だ
と
気
づ
か

せ
て
く
れ
た
の
も
唐
池
さ
ん
で
し
た
。

あ
る
と
き
『
デ
ザ
イ
ン
が
目
立
ち
す
ぎ

て
、緊
張
感
が
勝
っ
て
心
地
よ
く
な
い
』

と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

で
も
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
専
門
家
同
士

の
間
で
評
価
さ
れ
る
よ
う
な『
美
し
い
』

デ
ザ
イ
ン
は
、
雑
誌
に
は
載
っ
て
も
ヒ

ッ
ト
は
し
な
い
。
一
般
の
人
が
納
得
す

る
の
は
、
五
感
で
感
じ
ら
れ
る
『
楽
し

い
』
デ
ザ
イ
ン
な
ん
で
す
ね
」

 

「
デ
ザ
イ
ン
と
は
本
来
、
総
合
的
な
計

画
を
立
て
る
こ
と
。
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
も

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
も
な
ん
で
も
屋
で
し

ょ
う
？
（
笑
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
づ
く

り
で
は
、
ア
ー
キ
テ
ク
ト
と
呼
ば
れ
る

人
た
ち
が
、
建
築
か
ら
絵
や
音
楽
、
お

祭
り
の
旗
や
衣
装
ま
で
、
ト
ー
タ
ル
に

考
え
て
き
た
。
だ
か
ら
一
貫
性
が
あ
り
、

美
し
く
感
じ
る
ん
で
す
。
日
本
で
は
あ

る
時
期
ま
で
、
デ
ザ
イ
ン
＝
色
・
形
と

思
わ
れ
て
軽
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

本
当
は
考
え
方
を
視
覚
化
す
る
の
が
デ

ザ
イ
ン
の
力
。だ
か
ら
リ
ー
ダ
ー
の『
思

い
』
が
な
い
と
デ
ザ
イ
ン
は
で
き
な
い

ん
で
す
ね
。僕
ら
は
作
家
で
は
な
く『
代

行
業
』
な
ん
で
す
」

　

リ
ー
ダ
ー
の
強
い
思
い
の
も
と
、
ト

ー
タ
ル
で
考
え
ら
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
は

一
貫
性
が
あ
り
美
し
い
。
そ
し
て
そ
う

い
う
美
し
い
も
の
は
、
地
域
に
こ
そ
あ

る
べ
き
だ
と
水
戸
岡
氏
は
考
え
て
い
る
。

 

「
九
州
の
列
車
に
乗
っ
て
育
っ
た
子
供

た
ち
が
、
東
京
に
出
て
列
車
に
乗
り
、

『
自
分
の
町
の
列
車
の
ほ
う
が
い
い
』と

感
じ
た
ら
、
自
分
の
町
に
帰
ろ
う
と
思

う
で
し
ょ
う
。
子
供
た
ち
が
地
域
に
戻

る
た
め
に
は
、『
自
分
の
町
の
ほ
う
が
い

い
も
の
が
あ
る
』
と
い
う
状
態
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
環
境
を
作

る
の
も
、
私
た
ち
大
人
の
責
任
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」

半年ごとの募集はすべて抽選となる
『ななつ星』のほか、子供が遊べる仕
掛け尽くしの『あそぼーい』、昨年デビ
ューの『やませみかわせみ』などJR九
州が誇る観光列車の数 を々水戸岡氏
が担当。他にも船や建築物（駅舎な
ど）まで作品は幅広い。JR九州以外で
も、『富士登山電車』（富士急行）、

『THE ROYAL EXPRESS』（伊豆
急行・東急電鉄）など各地の観光列車
を手掛けている。

予約困難な列車も多数
水戸岡デザインの
観光列車とは？

実
現
す
る
の
は
リ
ー
ダ
ー
の
力

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
力
で
は
な
い

新800系九州新幹線『つばめ』（左）と『なな
つ星』（右）のイラスト。すべてのデザインは
水戸岡氏の手描きで始まる

1947年岡山県生まれ。株式会社ドーンデザイン研究所代表。
1988年の福岡県のホテルの仕事が縁でJR九州のリゾート
列車のデザインを担当。以来、JR九州の車両、駅舎ほか幅広
い分野でデザインを手掛ける。

水戸岡氏が手掛ける列車のデザインは、座席の張地まですべてオリ
ジナル。古今東西の様式を組み合わせた懐かしくも斬新な図柄は、
水戸岡氏自らが手描きするところから生まれる

一
貫
性
あ
る
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
は

地
域
に
こ
そ
必
要
な
も
の
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私
た
ち
の
暮
ら
し
の
様
々
な
シ
ー
ン

で
愛
用
さ
れ
る
ジ
ー
ン
ズ
を
作
る
デ
ニ

ム
生
地
の
多
く
は
、
広
島
県
福
山
市
で

作
ら
れ
て
い
る
。
ブ
ル
ー
デ
ニ
ム
の
国

内
シ
ェ
ア
50
％
以
上
、
使
用
ブ
ラ
ン
ド

3
0
0
ブ
ラ
ン
ド
以
上
、
輸
出
先
約
30

ヵ
国
。
手
頃
な
価
格
で
あ
り
な
が
ら
、

は
き
心
地
の
よ
さ
と
カ
ッ
コ
よ
さ
を
兼

ね
備
え
た「
ユ
ニ
ク
ロ
」ジ
ー
ン
ズ
を

は
じ
め
、
日
本
に
お
け
る
ジ
ー
ン
ズ
の

歴
史
の
黎
明
期
か
ら
根
強
い
フ
ァ
ン
が

い
る
有
名
ブ
ラ
ン
ド
、
さ
ら
に
は
憧
れ

の
高
級
海
外
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
も
ご
指
名

が
入
る
デ
ニ
ム
の
名
品
、
そ
れ
が「
カ

イ
ハ
ラ
デ
ニ
ム
」だ
。

　
「
カ
イ
ハ
ラ
デ
ニ
ム
」の
誕
生
は
１

９
７
０
年
。
土
地
の
伝
統
的
産
業
の
絣

を
製
造
す
る
会
社
と
し
て
80
年
近
い
歴

史
が
あ
っ
た
カ
イ
ハ
ラ
が
、
当
時
、
怒

涛
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
て
き
た
ア
メ
リ

カ
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
文
化
と
と
も
に
、

日
本
で
も
注
目
さ
れ
た
ジ
ー
ン
ズ
の
生

地
を
、
絣
の
技
術
を
生
か
し
て
製
造
し

た
の
が
始
ま
り
だ
。
福
山
市
郊
外
に
あ

る
本
社
工
場
と
山
間
に
あ
る
４
つ
の
工

場
で
、
紡
績
か
ら
、染
色
、
織
布
、
整
理

加
工（
最
終
仕
上
げ
工
程
）ま
で
一
貫

生
産
す
る
と
い
う
、
国
内
は
も
と
よ
り

世
界
で
も
希
少
な
体
制
が
整
っ
た
の
は

１
９
９
１
年
。
顧
客
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

高
品
質
な
デ
ニ
ム
を
作
る
た
め
に
は
、質

の
高
い
原
糸
の
安
定
的
な
確
保
が
課
題

で
あ
り
、そ
の
た
め
に
は
自
社
で
紡
績
ま

で
手
が
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
信
念

の
下
、周
囲
の
懸
念
を
お
し
て
の
大
英
断

だ
っ
た
と
い
う（
会
長
：
貝
原
氏
談
）。

　

長
い
歴
史
に
培
わ
れ
た
技
術
力
、
先

端
技
術
の
導
入
や
設
備
投
資
を
惜
し
ま

ぬ
先
見
性
、
さ
ら
に
、
こ
の
先
、
何
が

求
め
ら
れ
る
か
を
見
据
え
、
流
行
の
一

歩
先
を
行
く
商
品
を
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福山市：人口470,539人（2018年1月31日現在）

原綿を解きほぐして「スライ
バー」と呼ばれるロープ状
の太い糸にした後、均一な
太さに整え、よりをかけて
粗糸となる。写真は、粗糸
をさらに紡いでデニム用糸
に仕上げる紡績工程。両面
で約1000本の糸を紡ぐ紡
績機がズラリと並んで糸を
紡いでいく様は、美しく圧
巻だ

糸の芯は白く残し、表面だけが染まるロープ染
色で染め上げられる糸。染色槽をくぐり、空気に
触れて酸化することによる発色を繰り返し、深
いインディゴブルーに変化していく

サンプルルームにストックされた3万枚もの生地見本。
出荷時の生地にストーンウォッシュなどの加工見本が
セットされている

われらの流儀
常に新しく、世界No.1の品質のデニムを、リーズナブルに提
供したいとの思いから、年間700～1000の生地を開発。そ
の中から、ブランドのニーズや特性にあった生地を選び、使
われるシーンまでを提案するのがカイハラ流。

広
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で



第一特集では、2030年の観光
の未来需要を予測してみました。
あるべき未来・ありたい未来を
予測して、そこに向かうために今
から何をすべきかを考える、皆
様の中長期視点での戦略へのヒ
ントを我々がご提供できればと
思っております。地域、行政、
企業、教育機関などが連携して
前進し、未来を創る。そんなう
ねりのきっかけとなれば嬉しく思
います。私自身は、増加する訪
日外国人が、知られざる地域の
魅力に光を当て輝かせることで、
減少する国内旅行者市場を掘り
起こすことができると感じていま
す。そうしなくてはとも思ってお
ります。その為にこれから何を
すべきか…。本特集で、ぜひご
確認ください。
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。
じゃらんリサーチセンター

tel 03-6835-6250（代表・平日10～18時）   fax03-6834-8628
弊誌へのご意見・ご感想、JRCへのご要望等、ぜひお寄せください

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

http://jrc.jalan.net/
 じゃらんリサーチセンター 検索

公式Facebookからも
情報配信中

私たちの活動領域
観光に関する研究 情報発信
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRC（じゃらんリサーチセンター）が得た知見や提案を
余すことなく広く世の中に発信していきます

観光・地域振興支援
観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる
→情報発信→誘客→振り返り→次へ、
というサイクルを回しながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます
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企画力、データ収集力、ブランド力…
アクションがみえる！ 違いがみえる！

“みえる”
観光基本計画
保養所、古民家、倉庫……
眠れる地域資源をアップデートする

“古い”こそ“新しい”!？

リノベーションの
新常識
価値と感動を
生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
刀鍛冶

吉原義人
他業界から学ぶマーケティング事例
Marketing Crossing
社会を巻き込む
マーケティングで売上拡大

「三方よし」を目指す
クリニカの戦略
From Local
世界に誇るまち・むらのしごと
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地域の住人と都市の住人が
対等な関係で歴史を創っていく
新たな地方創生のアプローチ
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「関心がない人」は２割に迫る！
旅の「贅沢化」リスクとは？『じゃらん宿泊旅行調査2017』にみる

「動かない層」「動く層」
事前予約のメリットは？選ばれるコンテンツは？地域消費額UPのカギとなるか体験型観光の“旅前・旅中ネット予約” 最新事情

他業界から学ぶマーケティング事例
Marketing Crossing2ヶ月で2900万再生突破！？魅せる料理動画の制作術価値と感動を生み出す人にインタビューマエストロの肖像イラストレーター　上大岡トメ
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成長産業を止めないために

「人材×業務」改革が必要

今こそ変える
宿泊業の

「働き方改革」

結局、みんな

どんな旅をしてみたいの？
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